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Honda 車をお買いあげいただきありがとうご
ざいます。
安全で快適なバイクライフをお楽しみくださ
い。

この取扱説明書と共に「メンテナンスノート」
を受取り、下記を確認してください。
● お車の正しい取り扱いかた
● 保証内容と保証期間
● 点検・整備について
● 車両受領書・保証書受領書の記入・捺印

安全運転の基本として以下は重要ですので、
お守りください。
● この取扱説明書を、よくお読みください
● 取扱説明書の推奨手順に従ってください
● 安全に関する表示を理解し、守ってくださ
い

安全に関する表示
「運転者や他の方が傷害を受ける可能性のある
こと」を回避方法と共に、右記の表示で記載し
ています。これらは重要ですので、しっかり
お読みください。

その他の表示

車の仕様、その他の変更により、この本の表
紙や内容と実車が一致しない場合がありま
す。
車を譲られる場合、次の方にこの取扱説明書
およびメンテナンスノートをお渡しくださ
い。

指示に従わないと、死亡
または重大な傷害に至る
もの

指示に従わないと、死亡
または重大な傷害に至る
可能性があるもの

指示に従わないと、傷害
を受ける可能性があるも
の

アドバイス お車のために守っていた
だきたいこと
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安全なライディング

この章では安全な運転のために必要な情報を記載しています。
安全のためによくお読みください。
安全上守っていただきたいこと.................P. 3
安全運転のために........................................P. 3
運転するときの注意 ....................................P. 4
アクセサリーと改造について.....................P. 7
積載について................................................P. 7
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安全上守っていただきたいこ
と
安全のため、日常的に次の内容をお守りくだ
さい。
● 道路運送車両法で定められた日常点検・定
期点検を行ってください

● ガソリンの補給は、必ずエンジンを止め、
火気厳禁で行ってください

● 排気ガスには一酸化炭素（CO）などの有害
な成分が含まれているため、エンジンは、
風通しの良い場所でかけてください

運転するときは、常に取扱説明書とメンテナ
ンスノートを携帯してください。

安全運転のために
● 走行中、運転者は両手でハンドルを握り、
両足をステップに置いてください

● 急激なハンドル操作や片手運転などはさ
け、安全な運転を心がけてください

● 他の車両、歩行者などに対する配慮を欠か
さないでください

運転者は必ずヘルメットを着用し、天候や走
行状況に応じ、安全性が高く運転操作のしや
すい、被視認性の高い二輪車用の服装を着用
してください。

❙ ヘルメット
安全基準を満たし、頭のサイズにあった視認
性の高いもの
● 二輪車用でPSC、 SGマークかJISマークの
あるものを推奨します

● 正しくかぶり、あごひもを確実に締めてく
ださい

● 視界を妨げないフェイスシールドまたは
ゴーグルなどを使用し、眼を保護してくだ
さい

❙ グローブ
摩擦に強い皮製のもの

❙ ブーツ
滑りにくく、くるぶしまで覆われたもの

❙ ジャケット・パンツ
皮製のレーシングスーツを着用してください
● この車は、運転者への耐熱保護は最小限し
か装備されていません
従って、フレームやシートカウルの熱から
体を保護するため、皮製のレーシングスー
ツが必要です

取扱説明書

乗車時の服装

ヘルメットを正しく着用していないと、万
一の事故の際、死亡または重大な傷害に至
る可能性が高くなります。

運転者は乗車時、必ずヘルメット、保護具
および保護性の高い服を着用してくださ
い。
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運転するときの注意

適切な慣らし運転を行うと、お車の性能をよ
り良い状態に保つことができます。

❙ 慣らしのポイント（走行距離500 km まで）
● 急発進、急加速をさける
● 急ブレーキ、急なシフトダウンをさける
● 控えめな運転をする

この車は、最低地上高が低くなっています。
段差がある場所では慎重に走行してくださ
い。

次の項目に注意してください。
● 制動力を効果的に得るために前輪ブレーキ
と後輪ブレーキを同時に使う

● 不必要な急ブレーキ、急なシフトダウンを
しない
uタイヤをロックさせるなど、車体の安定
性を損なうおそれがあります。

uコーナリングの際は、コーナーの手前で
減速してください。

● 雨天走行など滑りやすい路面に注意する
uタイヤがロックしやすく、制動距離が長
くなります。

● 連続したブレーキ操作をしない
u長い坂や急な坂で繰り返しブレーキをか
けると、ブレーキの温度が上昇して効き
が悪くなるおそれがあります。エンジン
ブレーキと断続的なブレーキ操作を併用
してください。

❙ エンジンブレーキ
スロットルを戻すと、エンジンブレーキが効
きます。さらにエンジンブレーキを必要とす
るときは 5 速、4 速・・・とシフトダウンを
行ってください。急激なシフトダウンは、尻
振りなどの原因や、エンジンやトランスミッ
ションに悪影響を与えます。また、長い下り
坂や急な下り坂などでは、ブレーキ操作とエ
ンジンブレーキを併用してください。
エンジンブレーキの強さはライディングモー
ドで変更できます。2 P. 42

❙ 雨天または水たまりを走行したとき
路面が滑りやすくなったり、ブレーキの効き
具合が変化します。慎重なブレーキ操作を心
がけてください。ブレーキの効きが悪いとき
は、ブレーキを軽く作動させながらしばらく
低速で走行して、ブレーキを乾かしてくださ
い。

慣らし運転

段差について

ブレーキ
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● 交通の邪魔にならない平坦で足場のしっか
りした安全な場所に駐車する

● やむをえず傾斜地や足場の悪い場所に駐車
するときは、車の転倒や動き出しがないよ
う安全処置に十分注意する

● 盗難防止のため、車から離れるときは必ず
ハンドルロックをかけ、キーを抜く

❙ サイドスタンドでの駐車
1. 電装システムをOFF にする。
2. サイドスタンドを下げ、車の重量がサイド
スタンドにかかるまで、車をゆっくり左に
傾ける。
uハンドルを右にきった状態での駐車は、
車が不安定になり、転倒するおそれがあ
ります。

3. ハンドルバーを左いっぱいにきる。
4. ハンドルロックをかけ、キーを抜く。2 P. 35

● マフラーなどが熱くなっているので、他の
方が触れることのない場所に駐車する

● エンジン回転中および停止後しばらくの間
はマフラー、エンジンなどに触れない

駐車するとき

マフラー、エンジン、ブレーキなどは、エ
ンジン回転中および停止後しばらくの間は
熱くなっています。触れるとヤケドを負う
可能性があります。

• マフラー、エンジン、ブレーキなど高温
になる部分は冷えるまで触れないこと
• 高温になる部分に可燃物が接触せず、他
の方が触れることのないよう配慮するこ
と

次ページに続く
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エンジンや触媒装置の損傷を防ぐため、下記
に注意してください。
● 無鉛プレミアムガソリンを使用する
● 高濃度アルコール含有燃料を補給しない
● 軽油や粗悪ガソリン（長期間保管したガソリ
ン）、または不適切な燃料添加剤を使わない

● 燃料タンクの中に、泥、ほこり、水などを
入れない

このシステムは、アクセルオンの状態で後輪
の空転を検知した際に、選択したトルクコン
トロールレベルに応じて後輪への駆動力を制
限します。
くわえて、加速時の急激なウイリーをトルク
コントロールレベルに応じて緩和します。

● トルクコントロールレベルを低く設定した
場合、アクセルオンの状態で後輪が空転す
る場合がある
u運転技術、運転状況に応じてトルクコン
トロールレベルを選んでください。
2 P. 42

● トルクコントロールは減速時には作動せ
ず、エンジンブレーキによる後輪のロック
は防止しない
uスロットルを急に閉じる操作はさけてく
ださい。特に、滑りやすい路面ではさけ
てください。

● トルクコントロールは、急なスロットル操
作や誤ったスロットル操作、道路状態など
を補完するものではない
u天候や路面状況に対して常に十分な注意
をしてください。

トルクコントロールを正常に機能させるた
め、タイヤは必ず前後輪とも指定タイヤをお
使いください。

燃料補給およびガソリンの取り扱い

ガソリンは燃えやすくヤケドを負ったり爆
発して重大な傷害に至る可能性がありま
す。また身体に帯電した静電気の火花によ
り引火する可能性があります。

ガソリンを取り扱うときは以下のことを
守ってください。
• エンジンを止め、火元を遠ざける
• 給油は必ず屋外で行う
• こぼれたガソリンは、すぐに拭き取る
• 給油作業前に車体や給油機などの金属部
分に触れて静電気を除去する

Honda セレクタブル トルク コント
ロール（トルクコントロール）
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アクセサリーと改造について
アクセサリーを装着する際は、安全面から
Honda 純正アクセサリーを推奨します。
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。
RC213V-S テクニカルショップで取り付けら
れたHonda アクセサリーなどの取り扱いにつ
いては、その商品に付属の説明書をお読みく
ださい。
車の構造や機能に関係する改造は、操縦性を
悪化させたり、排気音を大きくしたり、ひい
ては車の寿命を縮めることがあります。不正
改造は法律に触れることはもちろん、他の迷
惑行為となります。
車の改造は保証の適用を除外されます。

RC213V-S は 1 人乗りです。車体の構造上、
2 人乗りはできません。同乗者が乗車可能と
なる改造はしないでください。

積載について
● 車体には荷物を積まないでください
この車は、車体の構造上、荷物の積載がで
きません
u荷物は運転者が携帯してください。

● 携帯している荷物に応じて、安全な速度で
走行してください

● ハンドル操作が出来なくなる場合があるの
で、ハンドル付近に物を置かないでくださ
い

● ヘッドライト、ウィンカー、テールラン
プ、シートカウル、マフラー周辺へ物を置
かないでください
u過熱により荷物が損傷する場合がありま
す。

不適切なアクセサリーや改造は、万一の事
故の際、死亡または重大な傷害に至る可能
性が高くなります。

アクセサリーを装着する際は、RC213V-S
テクニカルショップにご相談のうえ、取扱
説明書に従ってください。
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操作ガイド
各部の名称

シート (P56)

トップシェルター (P57)

ヒューズボックス (P79)

メインヒューズ (P79)

スロットルグリップ (P66)

冷却水リザーバータンク (P61)

前輪ブレーキレバー (P67)

右ミドルフェアリング (P58)

ハンドルロック (P35)

書類入れ (P47)

エンジンオイルレベル点検窓 (P60)

フロントサスペンション伸び側減衰力／
縮み側減衰力アジャスター (P68)

ロアーフェアリング (P59)

オイルフィルキャップ (P60)

リアサスペンションスプリングアジャスター 
(P69)

後輪ブレーキペダル
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フロントサスペンションスプリングアジャスター (P68)

燃料タンクキャップ (P46)

クラッチレバー (P67)

リアサスペンション伸び側減衰力／
縮み側減衰力アジャスター (P69)

シフトレバー (P44)

バッテリー充電器コネクター (P51)

携帯工具 (P47)

フロントサスペンション伸び側減衰力／
縮み側減衰力アジャスター (P68)

サイドスタンド (P5)

ドライブチェーン (P64)

後輪ブレーキリザーバータンク (P62)

前輪ブレーキリザーバータンク (P62)

ステアリングダンパー (P70)

クラッチリザーバータンク (P65)
9
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メーター
ストリートモード

アンバーゾーン
（暖機モード時のエンジン限界回転域）
❙ 暖機モードについて (P31)

  ボタンを押すSEL

レッドゾーン
（エンジン限界回転域）

スピードメーター（速度計）

水温計 ( )
表示範囲（35 ～ 132 ℃）
• 34 ℃以下：“- -” 表示
• 122 ～ 131 ℃：
- 水温警告灯が点灯
- 水温表示が点滅

• 132 ℃以上：
- 水温警告灯が点灯
- 水温表示が 132 ℃で点滅

u水温が低い場合でも、エンジン回転数が上がる
と冷却ファンが回る場合がありますが、異常で
はありません。

ディスプレイの初期表示
電装システムを起動すると、ディスプレイにオープニング表示があらわれます。
表示されない場合は、RC213V-S テクニカルショップで点検を受けてください。

タコメーター（エンジン回転計）
アドバイス
エンジン回転数がレッドゾーンに入らないように運転
してください。エンジン寿命に悪影響を与えます。

ギアポジション表示
ギアポジションを表示
uトランスミッションが適切なシ
フトになっていない場合“-” が
表示されます。

時計（12 時間表示）

ライディングモード 
(P40)

  ボタンを押すMODE

ディスプレイの切り換えかた
!a  ボタンを押し、表示範囲を選択する。
!b  ボタンを押し、表示を選択する。
!c  ボタンを押し、設定を決定する。決定と同時に次の
表示範囲に移動する。または設定を終了する。

約10 秒間ボタン操作が無いときは、通常表示に戻ります。

SEL

MODE

SEL

❙ 時計の設定 (P16) (P21)
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ポップアップ情報表示
以下の場合は、RCV ロゴ、または RCV ロゴと水温計がポップ
アップ情報表示に変化する。
• 車両の点検時期が近づいた場合
• 運転者へ役立つメッセージがある場合
• 車両に何らかの異常がある場合
❙ ポップアップ情報表示について (P28)

トリップメーター
A (P13)

トリップメーター
B (P13)

オドメーター 
(P13)

タコメーター
（数字表示） (P13)

瞬間燃費 (P13) 平均燃費 (P13) 平均速度 (P14)

残燃料量 (P15) 走行可能距離 
(P15)

現在の日付 (P14) 経過時間 (P14)

 ボタンSEL

 ボタンMODE

❙ リザーブ燃料モード時のみ  (P15)
次ページに続く
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サーキットモード

ライディングモード (P40)

ラップタイマー (P26)

タコメーター（エンジン回転計）
アドバイス
エンジン回転数がレッドゾーンに入らないよ
うに運転してください。エンジン寿命に悪影
響を与えます。

レッドゾーン
（エンジン限界回転域）

❙ サーキットモードへの切り換えかた (P16) (P19)

ディスプレイの初期表示
電装システムを起動すると、ディスプレイにオープニング表示があらわれます。表示されない場合は、RC213V-S テクニカルショップで
点検を受けてください。

水温計 ( ) (P10)

スピードメーター（速度計）

タコメーター（数字表示） (P13)

ギアポジション表示
ギアポジションを表示
uトランスミッションが適切なシフトになっ
ていない場合“-” が表示されます。

時計（12 時間表示）

ポップアップ情報表示 (P28)

❙ 時計の設定 (P16) (P21)
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オドメーター[TOTAL]
総走行距離を表示

表示が“- - - - - -” になったときは、
RC213V-S テクニカルショップで点検を受け
てください。

トリップメーターA ／ B [TRIP A ／ B]
トリップメーターを 0 km にリセットしてか
らの走行距離を表示

表示が“- - - -.-” になったときは、RC213V-S 
テクニカルショップで点検を受けてください。

❙ トリップメーターのリセット
!a トリップメーターA またはB を選択する。

(P10)

!b  ボタンを “0.0” が表示されるま
で押し続ける。

タコメーター（数字表示）[REV]
毎分単位のエンジン回転数を r/min の単位で
表示
表示範囲：0 ～ 14000 r/min（rpm）
• エンジン回転数が 14,000 rpm を超えた場
合は“14000” を表示します。

瞬間燃費 [INST. CONS.]
瞬間燃費を km/L の単位で表示
表示範囲：0.0 ～ 99.9 km/L
• 速度が 7 km/h 未満の場合は“- -.-” を表
示します。

• 瞬間燃費が 99.9 km/L を超えた場合は
“99.9” を表示します。

上記の場合をのぞいて表示が“- -.-” になっ
たときは、RC213V-S テクニカルショップで
点検を受けてください。

平均燃費 [AVG. CONS.]
平均燃費を km/L の単位で表示
表示範囲：0.0 ～ 99.9 km/L
• 平均燃費が 99.9 km/L を超えた場合は
“99.9” を表示します。

• 平均燃費をリセットした場合は“- -.-” を
表示します。

上記の場合をのぞいて表示が“- -.-” になっ
たときは、RC213V-S テクニカルショップで
点検を受けてください。

❙ 平均燃費のリセット

 ボタンを“- -.-” が表示されるまで
押し続ける。

MODE

MODE
次ページに続く
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平均速度 [AVG. SPD.]
エンジンを始動してからの平均速度を表示
表示範囲：0 ～ 299 km/h
• 初期表示は“- - -” を表示します。
• エンジン始動後の走行距離が0.2 km 未満
の場合は“- - -” を表示します。

• エンジン始動後の経過時間が 16 秒未満の
場合は“- - -” を表示します。

上記の場合をのぞいて表示が“- - -” になっ
たときは、RC213V-S テクニカルショップで
点検を受けてください。

経過時間 [ELAPSED]
エンジンを始動してからの経過時間を表示
表示範囲：00:00 ～ 99:59 （時間 : 分）
• 99:59 を超えた場合は“00:00” に戻り
ます。

経過時間は電装システムをOFF にしたときリ
セットされます。
表示が“- -:- -” になったときは、RC213V-S
テクニカルショップで点検を受けてくださ
い。

現在の日付 [DATE]
現在の日付を表示
表示範囲：
曜日：MON ～ SUN
日：1 ～ 31
月：JAN ～ DEC
西暦：2010 ～ 2099

❙ 現在の日付の設定 (P16) (P21)

メーター
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走行可能距離 [RANGE] （リザーブ燃料
モード時のみ）
燃料残量警告灯が点灯し、燃料残量警告の
ポップアップ情報が表示したとき、その時点
で走行可能な距離を km の単位で表示
表示範囲：99 ～ 0 km
• 99 km 以上の場合は“99” を表示しま
す。

走行する環境などにより、多少の誤差が生じ
ることがあります。
リザーブ燃料モードになったときは、早めに
燃料を補給してください。
表示が“- -” になったときは、RC213V-S 
テクニカルショップで点検を受けてくださ
い。

残燃料量 [REMAIN] （リザーブ燃料モー
ド時のみ）
燃料残量警告灯が点灯し、燃料残量警告の
ポップアップ情報が表示したとき、残燃料量
を L の単位で表示
表示範囲：2.5 ～ 1.0 L
• 1.0 L 以下の場合は“-.-” を表示します。

走行する環境などにより、多少の誤差が生じ
ることがあります。
リザーブ燃料モードになったときは、早めに
燃料を補給してください。
上記の場合をのぞいて表示が“-.-” になった
ときは、RC213V-S テクニカルショップで点
検を受けてください。

リザーブ燃料モード
燃料残量警告灯が点灯し、燃料残量警告の
ポップアップ情報が表示したとき、走行可能
距離に切り換わり、残燃料量が選択できるよ
うになります。リザーブ燃料モードに切り換
わったときは、早めに燃料を補給してくださ
い。

リザーブ燃料モードになったときの燃料有効
残量：約 2.5 ℓ

給油後、燃料タンク内のガソリンの量が一定
量を超えると通常表示に戻ります。

燃料残量警告ポップアップ情報表示

走行可能距離

燃料残量警告灯
次ページに続く
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メーターの設定
設定モードから以下の項目を設定できます。
• FUNCTION (P17)

uクイックシフターの設定
• LAP TIME (P18)

uラップタイムデータの確認 
uラップタイムデータの消去

• DISPLAY (P19)
uディスプレイモードの変更
uシフトインジケーターの設定
uディスプレイの明るさ調節

• GENERAL (P21)
u現在の日付と時計の設定
uディスプレイの単位を表示
u工場出荷時の設定に戻す

• SERVICE (P24)
u次回点検時期の確認
u車両に発生している異常の確認
uスポーツキット装着履歴の確認

• SPORTS KIT（選択できません）

❙ 設定モードへの移行
車両が停止した状態で、メインメニューが表
示されるまで、  ボタンと  ボタ
ンを押し続ける。

 ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。
u  ボタンを押し続けるとメニューが早く
進みます。

  ボタンを押す
  ボタンを押す
  ボタンと  ボタンを押し
続ける

❙ 設定モードの終了
設定モードを終了するには、メインメニュー
で“EXIT” メニューを選択する。

 ボタンと  ボタンを押し続け
る、または速度が約3 km/h に達したとき
も、設定モードを終了します。

MODE SEL

SEL
MODE

SEL

SEL

MODE

MODE SEL

FUNCTION

通常表示

LAP TIME

DISPLAY

GENERAL

SERVICE

SPORTS KIT ※

EXIT

※：“SPORTS KIT” メニューは表示されますが、
 ボタンを押しても選択はできません。SEL

MODE SEL

メーター
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FUNCTION
❙ FUNCTION メニューの設定
!a メインメニューから “FUNCTION” を選
択し、設定画面を表示する。 (P16)

!b  ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。

  ボタンを押す
  ボタンを押す

❙ 設定の終了
“ ”（戻る）メニューを選択し、メインメ
ニューに戻る。

❙ QUICK SHIFTER
!a  ボタンを押し、“ON”（作動する）ま
たは“OFF”（作動しない）を選択する。

!b  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時に前のメニューに戻る。

クイックシフターの使いかた (P44)

SEL
MODE

メインメニュー

（戻る）

QUICK SHIFTER

SEL

MODE

SEL

MODE
次ページに続く
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LAP TIME
❙ LAP TIME メニューの設定
!a メインメニューから “LAP TIME” を選択
し、設定画面を表示する。 (P16)

!b  ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。

  ボタンを押す
  ボタンを押す

❙ 設定の終了
“ ”（戻る）メニューを選択し、メインメ
ニューに戻る。

❙ LAP DATA
ラップタイムデータの履歴を表示します。

次のラップタイムデータを表示するには、
 ボタンを押す。

ラップタイムデータの表示を終了するには、
 ボタンを押す。終了と同時に前のメ

ニューに戻る。

ラップタイマーの使いかた (P26)

❙ CLEAR DATA
!a  ボタンを押し、“NO”（消去しない）
または“YES”（消去する）を選択する。

!b  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時に前のメニューに戻る。

ラップタイマーの使いかた (P26)

SEL
MODE

LAP DATA

メインメニュー

（戻る）

CLEAR DATA

SEL

MODE

SEL

MODE

Best アイコン
（最速ラップを表示中に表示されます。）

最高速 最高エンジン回転数

ラップタイム
周回数

記録日時

最高油温最高水温

SEL

MODE

メーター
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DISPLAY
❙ DISPLAY メニューの設定
!a メインメニューから “DISPLAY” を選択
し、設定画面を表示する。 (P16)

!b  ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。

  ボタンを押す
  ボタンを押す

❙ 設定の終了
“ ”（戻る）メニューを選択し、メインメ
ニューに戻る。

❙ DISPLAY MODE
!a  ボタンを押し、“STREET”、
“MECHANIC” または “CIRCUIT” を
選択する。

!b

 ボタンを押し、設定を決定す
る。決定と同時に前のメニューに戻る。

 ボタンを押し、設定を決定す
る。決定と同時にメカニックモードを表
示する。

!c
メカニックモードを終了するには、

 ボタンを押す。終了と同時に前
のメニューに戻る。
uディスプレイモードは設定前に選択し
ていたモードに戻ります。

メカニックモード
現在の車両の状態を表示します。
以下の項目を表示します。
• エンジン回転数
• ギアポジション
• スロットルグリップの位置
• スロットルの位置
• 水温
• 油温
• 油圧
• バッテリー電圧

SEL
MODE

DISPLAY MODE

メインメニュー

（戻る）

SHIFT INDICATOR

BRIGHTNESS

SEL

MODE

SEL

“STREET”または“CIRCUIT”を選択
した場合
MODE

“MECHANIC” を選択した場合
MODE

“MECHANIC” を選択した場合

MODE

スロットルグリップの位置

バッテリー電圧

油温

スロットルの位置
エンジン回転数

ギアポジション

油圧水温
次ページに続く
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❙ SHIFT INDICATOR
シフトインジケーターの設定ができます。

!a  ボタンを押し、“OFF”（作動しない）
またはシフトインジケーターが点滅を開始
するエンジン回転数を選択する。
u  ボタンを押し続けるとメニューが
早く進みます。

uエンジン回転数は 200 r/min（rpm）ず
つ進みます。

u設定範囲：
4000 ～ 14000 r/min（rpm）

!b  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時に前のメニューに戻る。

シフトインジケーターについて (P33)

❙ BRIGHTNESS
明るさを自動調節または 8 段階に調節できま
す。

!a  ボタンを押し、“AUTO”（自動調節）
または明るさを選択する。
u  ボタンを押し続けるとメニューが
早く進みます。

u設定範囲：1（暗い） ～ 8（明るい）
!b  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時に前のメニューに戻る。

SEL

SEL

MODE

SEL

SEL

MODE

メーター
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GENERAL
❙ GENERAL メニューの設定
!a メインメニューから “GENERAL” を選択
し、設定画面を表示する。 (P16)

!b  ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。

  ボタンを押す
  ボタンを押す

❙ 設定の終了
“ ”（戻る）メニューを選択し、メインメ
ニューに戻る。

❙ DATE & TIME
!a  ボタンを押し、年の 2 桁目（10 の位）
を選択する。

!b  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが 1 桁目（1 の位）に
移動する。

!c  ボタンを押し、年の 1 桁目（1 の位）
を選択する。

!d  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが月に移動する。

!e  ボタンを押し、月を選択する。
!f  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが日に移動する。

!g  ボタンを押し、日を選択する。
!h  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが“AM”または
“PM”に移動する。

!i  ボタンを押し、“AM”または
“PM”を選択する。

!j  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが時に移動する。

!k  ボタンを押し、時を選択する。
!l  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時にカーソルが分に移動する。

!m  ボタンを押し、分を選択する。
!n  ボタンを押し、設定を決定する。
決定と同時に前のメニューに戻る。

 ボタンを押し続けるとメニューが早く
進みます。

SEL
MODE

DATE & TIME

メインメニュー

（戻る）

UNITS

RESTORE DEFAULT

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL

MODE

SEL
次ページに続く
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❙ UNITS
ディスプレイの単位を表示します。単位の切
り換えはできません。

!a  ボタンを押し、“SPEED”、“TEMP.”
または“FUEL CONS.”を選択する

!b  ボタンを押し、設定を決定する。
ディスプレイの単位を表示します。
uディスプレイの単位を表示したとき
に、“mph”、“°F”または
“L/100 km”が表示されますが、
ボタンを押しても選択はできません。

!c  ボタンを押し、前のメニューに戻る。
!d “ ”（戻る）メニューを選択し、
“GENERAL”メニューの“UNITS” に戻る。

SEL

MODE

SEL

選択できません

MODE

メーター
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❙ RESTORE DEFAULT
メーターの設定を工場出荷時の設定値に戻せ
ます。

!a  ボタンを押し、“NO”（戻さない）ま
たは“YES”（戻す）を選択する。 

!b
 ボタンを押し、設定を決定する。

決定と同時に前のメニューに戻る。メー
ターの設定値は保持される。

 ボタンを押し、設定を決定す
る。決定と同時に確認画面を表示する。 

!c  ボタンを押し、“NO”（戻さない）
または“YES”（戻す）を選択する。

!d
 ボタンを押し、設定を決定す

る。決定と同時に“GENERAL”メ
ニューの“RESTORE DEFAULT”に戻
る。メーターの設定値は保持される。 

 ボタンを押し、設定を決定す
る。メーターは工場出荷時の設定値に戻
る。 

!e  ボタンを押し、“EXIT”を選択
する。選択と同時に“GENERAL”
メニューの“RESTORE DEFAULT”に戻
る。

工場出荷時の設定値
• QUICK SHIFTER： ON
• LAP DATA：消去する
• DISPLAY MODE： STREET
• SHIFT INDICATOR：
11600 r/min（rpm）

• BRIGHTNESS： AUTO 
• ライディングモード：各設定値は初期設定
に戻る (P40)

SEL

“NO” を選択した場合
MODE

“YES” を選択した場合
MODE

SEL

“NO” を選択した場合
MODE

“YES” を選択した場合
MODE

MODE
次ページに続く
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SERVICE
❙ SERVICE メニューの設定
!a メインメニューから “SERVICE” を選択
し、設定画面を表示する。 (P16)

!b  ボタンを押し、設定したいメニューを
選択し、  ボタンで決定する。

  ボタンを押す
  ボタンを押す

❙ 設定の終了
“ ”（戻る）メニューを選択し、メインメ
ニューに戻る。

❙ MAINTENANCE
次回点検時期の確認ができます。

前のメニューに戻るには、  ボタンを
押す。

表示範囲：
DISTANCE：
次回の定期点検時期：
-12000 ～ +99999 km
次回のエンジンオイル交換時期：
-6000 ～ +99999 km
次回のクラッチ点検時期：
-3000 ～ +99999 km 
u 0 km を超えると“-”記号は“+”記号
に変化します。

DATE：
月：JAN ～ DEC
年：2010 ～ 2099

以下の時期に達したとき、メンテナンスポッ
プアップ情報表示が通常画面に表示されま
す。 (P28)
• 各点検時期の“DISTANCE” 表示が
“-500 km” に達したとき、または
“DATE” 表示が 1 か月前に達したとき

各点検時期は、点検整備実施後、RC213V-S 
テクニカルショップが次回の点検時期を設定
します。

SEL
MODE

MAINTENANCE

メインメニュー

（戻る）

DTC

SPORTS KIT ECU

SEL

MODE

次回の定期点検時期

次回のエンジンオイル交換時期

次回のクラッチ点検時期

MODE

メンテナンス
ポップアップ
情報表示

メーター
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❙ DTC
車両に発生している異常の確認ができます。

故障コードが表示している場合は何らかの異
常が考えられます。高速走行をさけ、直ちに 
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。この場合は通常画面に故障ポップアッ
プ情報表示が表示されます。 (P28)

前のメニューに戻るには、  ボタンを
押す。

❙ SPORTS KIT ECU
スポーツキット装着履歴の確認ができます。

NO： 過去または現在において、スポーツ
キットは装着されていません。

YES：過去または現在において、スポーツ
キットは装着されています。

前のメニューに戻るには、  ボタンを
押す。

故障コード

MODE

MODE
次ページに続く
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ラップタイマー
サーキットモードではラップタイムデータの
記録ができます。 (P16) (P19)

設定モードでは記録されたラップタイムデー
タの確認と消去ができます。 (P16) 
(P18)

ラップタイムデータには、ラップタイム、最
高速、最高エンジン回転数、最高水温、最高
油温が含まれます。

表示範囲：
直前の周回数：0 ～ 50 
u 50 を超えた場合は “50” を繰り返し
て表示します。

直前のラップタイム：
00'00"00 ～ 99'59"99
u 99'59"99 を超えた場合は“00'00"00”
に戻ります。

ストップウォッチ：
00'00"00 ～ 99'59"99
u 99'59"99 を超えた場合は“00'00"00”
に戻ります。

最速ラップとのタイム差：
-99'59"99 ～ 00'00"00 ～ +99'59"99

最高速：0 ～ 299 km/h

最高エンジン回転数：
0 ～ 20000 r/min（rpm）

最高水温：-40 ～ 150 ℃

最高油温：-30 ～ 200 ℃

直前の周回数

ストップウォッチ／
最速ラップとのタイム差

直前のラップタイム Best アイコン
（最速ラップを表示中に表示されます。）

最高速 最高エンジン回転数

ラップタイム
周回数

記録日時

最高油温最高水温

メーター
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❙ ラップタイムの計測
!a “DISPLAY MODE” メニュー
から“CIRCUIT” を選択する。 (P16)
(P19)

!b 計測を開始するには、  ボタンを押す。
uストップウォッチが計測を開始します。

!c 周回ごとに  ボタンを押し、ラップタ
イムデータを記録する。 
uストップウォッチが最速ラップとのタ
イム差に切り換わります。表示は10 秒
後にストップウォッチに戻ります。

u直前の周回数と直前のラップタイム
は、記録したラップタイムデータを表
示します。

u 2 秒以内に  ボタンを押した場合、
ラップタイムデータは記録されません。

u 50 周を超えた場合、直前の周回数は
“LAP 50” を繰り返して表示します。

uライディングモードの設定中は、
ボタンを押してもラップタイムデータは
記録されません。

!d 計測を終了するには、  ボタンを押し
続ける。 

計測の再開
計測を再開するには、再度  ボタンを押
す。
u最後に記録した周の次の周から、計測を開
始します。

❙ ラップタイムデータの確認と消去
設定モードで“LAP TIME” を選択す
る。(P16) (P18)

SEL

ストップウォッチ

SEL

SEL

SEL

直前のラップタイム

最速ラップとのタイム差

直前の周回数

SEL

SEL
次ページに続く
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ポップアップ情報表示
以下の場合は、RCV ロゴ、またはRCV ロゴ
と水温計がポップアップ情報表示に変化す
る。
• メンテナンスポップアップ情報表示：
車両の点検時期が近づいた場合

• ヘルプポップアップ情報表示：
運転者へ役立つメッセージがある場合

• 故障ポップアップ情報表示：
車両に何らかの異常がある場合

複数のポップアップ情報表示がある場合、
ポップアップ情報表示は交互に表示される。

車両に何らかの異常がある場合、故障ポップ
アップ情報表示は優先して表示される。

RCV ロゴ

水温計 RCV ロゴ

ポップアップ情報表示

ポップアップ情報表示

メーター
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❙ メンテナンスポップアップ情報表示

❙ ヘルプポップアップ情報表示

表示 説明 対処
定期点検時期が近づいたときに表示 RC213V-S テクニカルショップで点検を受け

てください。

エンジンオイル交換時期が近づいたときに
表示

RC213V-S テクニカルショップでオイル交換を
行ってください。

クラッチの点検時期が近づいたときに表示 RC213V-S テクニカルショップで点検を受け
てください。

表示 説明 対処
サイドスタンドが下りているときに表示 サイドスタンドを上げてください。

燃料有効残量が約 2.5 ℓになったときに表示 燃料を補給してください。(P46)

油温が約 40 ℃以下のときに表示 エンジンが暖まるまで待ってください。

Honda SMART Key の紛失や電池の消耗、
強い電波やノイズのある場所等、通信不良時
に表示

Honda SMART Key ページをご確認くださ
い。(P36)

Honda SMART Key の電池が消耗したとき
に表示

Honda SMART Key の電池を交換してくださ
い。(P71)
次ページに続く
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❙ 故障ポップアップ情報表示

表示 説明 対処
車両に何らかの異常がある場合に表示 高速走行をさけ、直ちに RC213V-S テクニカ

ルショップにご相談ください。
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暖機モード
暖機モード中は、エンジン回転数が設定値を
超えた場合に、タコメーター（エンジン回転
計）の表示がアンバー色に変化します。

エンジン回転数を設定値以下におさえ、アン
バーゾーンに入らないように運転してくださ
い。
u暖機モード中は、エンジン回転数がアン
バーゾーンを超えないように制限されま
す。

油温が 10 ℃以上になったとき、暖機モード
は解除され通常表示に戻ります。

油温 設定値
（アンバーゾーン）

0 ～ 10 ℃ 5,000 ～ 7,200 rpm

アンバーゾーン
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警告灯／表示灯

 トルクコントロール警告灯
• 電装システムを起動すると点灯し、速度が約5 km/h 
に達すると消灯
同時に、トルクコントロールが作動可能な状態になる

• トルクコントロール作動時に点滅
走行中に点灯したときは (P76)

 トルクコントロールOFF 警告灯
トルクコントロールを停止状態（トルクコ
ントロールレベルを 0）にすると点灯

 油圧警告灯
電装システムを起動すると点灯し、エン
ジンを始動すると消灯
走行中またはアイドリング中に点灯した
ときは (P76)

 ハイビームパイロットランプ
（前照灯上向き表示灯）

 Honda SMART Key 表示灯
電装システムを起動すると点灯し、数秒後に消灯
Honda SMART Key 表示灯が点滅したときは (P77)

シフトインジケーター (P33)

電装システムを起動すると点灯し、数秒後に消灯

 PGM-FI 警告灯
電装システムを起動すると点灯し、
数秒後に消灯
走行中またはアイドリング中に点灯
したときは (P76)

 方向指示器表示灯

 ニュートラル表示灯
トランスミッションがニュートラル
の位置にあるときに点灯

 燃料残量警告灯
• 電装システムを起動すると点灯し、数秒後に消灯
• 燃料がリザーブのみになると点灯
燃料残量警告灯が点灯したときの燃料有効残量：約 2.5 ℓ

点灯したときは (P15)

 方向指示器表示灯

 水温警告灯
電装システムを起動すると点灯し、数秒後に消灯
走行中またはアイドリング中に点灯したときは 
(P75)

警告灯／表示灯が点灯すべきときに点灯しない場合は、 RC213V-S テクニカルショップで点検を受けてください。
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シフトインジケーター
シフトインジケーターは、エンジン回転数に
応じて点灯または点滅します。
1 つ目のインジケータは、設定値の800 rpm 
前に達したときに点灯します。
2 ～ 4 つ目のインジケータは、エンジン回転
数が200 rpm 上がるごとに点灯していきま
す。
設定値に達したときに、全てのインジケータ
が点滅します。

表示例
設定値：11,600 rpm

❙ シフトインジケーターの設定
シフトインジケーターが点滅を開始するエン
ジン回転数を設定できます。 (P16) 
(P19) (P20)

初期設定：11600 r/min（rpm）
設定範囲：4000 ～ 14000 r/min（rpm）
点灯回転数の間隔：200 r/min（rpm）

0 ～ 10,800 rpm
全てのインジケータが消灯

10,800 rpm
1 つ目のインジケータが点灯

11,000 rpm
2 つ目のインジケータが点灯

11,200 rpm
3 つ目のインジケータが点灯

11,400 rpm
4 つ目のインジケータが点灯

11,600 rpm
全てのインジケータが点滅
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スイッチ
 ボタン

ディスプレイの操作に使用 (P10)

ライディングモードの切り換えまたは設定にも使用 
(P41) (P42)

MODE

 パッシングライトスイッチ
（追い越し合図）

ヘッドライトが下向きのときのみ作動

ヘッドライト（前照灯）上下切換スイッチ
•  （HI）：ヘッドライトが上向き
•  （LO）：ヘッドライトが下向き

エンジンストップスイッチ
• （Run）: エンジンを始動できます。
• （Off） : エンジンを停止し、電装システ

ムをOFF にできます。 
(P43)

 スタータースイッチ
電装システムの起動とスターター
モーターの作動に使用 (P43)

 ウィンカー（方向指示器）スイッチ
u解除はスイッチを押して行います。

 ホーンスイッチ
 ON／ OFF スイッチ

Honda SMART Key System の ON、OFF の切り換
えと、現在の作動状態の確認に使用 (P37)

 ボタン
ディスプレイの操作に使用 (P10)

ラップタイマーの操作にも使用 (P27)

SEL
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ハンドルロック
盗難予防のため、駐車するときは必ずハンド
ルロックをかけましょう。
U 字ロックなどの使用も推奨します。
u U 字ロックなどを使用するときは、ホイー
ルを損傷させないように注意してくださ
い。

❙ かけかた
!a ハンドルを左にいっぱいにきる。

!b ハンドルロックキーをHonda SMART
Key から取り外す。

!c ロックカバーを開ける。
!d ハンドルロックキーをハンドルロックに差
し込み、左に回しながらを押し込み、右に
回す。
uロックがかかりにくい場合は、ハンド
ルを左右に軽く動かしてください。

!e ハンドルロックからキーを抜き、Honda
SMART Key に取り付ける。

❙ 外しかた
!a ハンドルロックキーをハンドルロックに差
し込み、左に回す。

!b ハンドルロックからキーを抜き、Honda
SMART Key に取り付ける。

!c ロックカバーを閉じる。

Honda SMART Key

ハンドルロックキー

ハンドルロック

ハンドルロックキー

ロックカバー

ハンドルロックキー

ロックカバー
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Honda SMART Key System
Honda SMART Key System とは、作動範
囲内において認証（車両とHonda SMART 
Key の間で相互認証を行い、登録された
Honda SMART Key であることを確認する）
を行うことで、Honda SMART Key を取り
出すことなく車両の操作が行えるシステムで
す。

Honda SMART Key System のアンテ
ナ位置について
Honda SMART Key System は、車両と
Honda SMART Key の間で電波による通信
を行っています。

発信機

車両からHonda SMART Key System の電
波が発信される際、植え込み型心臓ペース
メーカーおよび植え込み型除細動器の作動
に影響を与える可能性があります。
車両に搭載されている発信機から 22 cm
以内に植え込み型心臓ペースメーカーおよ
び植え込み型除細動器が近づかないように
してください。

その他の医療用電子機器を使用している方
は、医師や医療用電子機器製造業者に影響
を確認してからご使用ください。
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Honda SMART Key System の切り換
え
❙ Honda SMART Key System の ON、
OFF の切り換えかた
Honda SMART Key の LED の色が変化する
まで、ON／OFF スイッチを押し続ける。

❙ Honda SMART Key System の作動状態
の確認
Honda SMART Key の ON／OFF スイッチ
を押す。LED が現在の作動状態を表示しま
す。

緑（ON）：認証作動可能状態です。

赤（OFF）：認証作動停止状態です。
LED （赤）LED （緑）

ON／OFF スイッチ
次ページに続く
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作動範囲
Honda SMART Key System は、微弱な電
波を使用しています。よって下記のような使
用環境では作動範囲が広くなったり、狭く
なったりすることや、正常に作動しないこと
があります。
• Honda SMART Key の電池が消耗してい
るとき

• 近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港な
ど強い電波を発生する設備があるとき

• 無線機や携帯電話などの無線通信機器や
ノートパソコンなどを、Honda SMART 
Key と一緒に携帯しているとき

• Honda SMART Key が金属製のものに接
したり、覆われているとき

イラストのグレーで示した範囲内で通信を行
います。

Honda SMART Key System
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お店のガラス越しや家の塀越しなどの隔てた
場所でも車両を駐車した場所がHonda 
SMART Key System の作動範囲内にある
と、他の人でもエンジン始動が可能です。こ
のようなときは、Honda SMART Key 
System を OFF にしてください。
Honda SMART Key System の ON 、
OFF の切り換えかた (P37)

Honda SMART Key が作動範囲にあると、
Honda SMART Key を携帯していない人で
もエンジンの始動が可能ですので注意してく
ださい。
Honda SMART Key は運転者が必ず携帯し
てください。

電装システムが起動している場合、認証され
たHonda SMART Key を携帯していない人
でも車両の操作が可能です。
ガソリンスタンドやお店などで車両から離れ
るときは、必ず電装システムをOFF にし、ハ
ンドルロックをかけ、Honda SMART Key 
を携帯した状態で離れてください。
ハンドルロックのかけかた (P35)

Honda SMART Key System が作動しない
ときは (P78)
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ライディングモード
ライディングモードの切り換えができます。
ライディングモードは P 値、T 値および EB 
値で構成されています。

P 値 : エンジン出力レベル
T 値 : トルクコントロールレベル
EB 値 :エンジンブレーキレベル

初期設定

路面の状態に応じ、ライディングモードを選
択する。
uモード 1 は、グリップ力の高い路面に最も
適しています。

uモード 5 は、グリップ力の低い路面に最も
適しています。

各ライディングモードの設定値は変更できま
す。 (P42)

P 値（エンジン出力レベル）
P 値は 3 段階に調節できます。
設定範囲：1 ～ 3 
uレベル 1は、最も高出力になります。
uレベル 3は、最も低出力になります。

T 値（トルクコントロールレベル）
T 値は 10 段階に調節できます。
設定範囲：0 ～ 9 
uレベル 1 は、トルクコントロールレベルが
最小になります。

uレベル 9 は、トルクコントロールレベルが
最大になります。

uレベル0は、トルクコントロールがOFF に
なります。

EB 値（エンジンブレーキレベル）
EB 値は 4 段階に調節できます。
設定範囲：1 ～ 4 
uレベル 1 は、エンジンブレーキの効果が強
くなります。

uレベル 4 は、エンジンブレーキの効果が弱
くなります。

現在のライディングモード

P 値

T 値

EB 値

ライディング
モード P 値 T 値 EB 値

モード 1 1 2 3
モード 2 2 2 3
モード 3 2 5 3
モード 4 2 8 2
モード 5 3 8 1
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ライディングモードの切り換えかた
スロットルグリップを完全に閉じた状態で、

 ボタンを押してライディングモード
を選択する。選択しているライディングモー
ドはタブ B に表示します。
uライディングモードは 0.5 秒後に切り換わ
り、タブ A は選択したモードに変化しま
す。

MODE

 ボタンMODE
  ボタンを押す
 0.5 秒後（ライディングモードが切り換わる）

タブA

タブB

MODE
次ページに続く
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ライディングモードの設定
各ライディングモードのP 値、T 値およびEB 
値の設定ができます。
!a 設定したいライディングモードを選択す
る。 (P41)

!b P 値が選択されるまで、  ボタンを
押し続ける。

!c  ボタンを押し、P 値を選択する。
!d T 値が選択されるまで、  ボタンを
押し続ける。

!e  ボタンを押し、T 値を選択する。
!f EB 値が選択されるまで、  ボタン
を押し続ける。

!g  ボタンを押し、EB 値を選択する。
!h 通常表示に戻るまで、  ボタンを押
し続ける。

途中で設定を終了するには、  ボタンを
押してください。

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

MODE

 ボタンMODE

 ボタンSEL

SEL

ライディングモード
  ボタンを押す
  ボタンを押し続ける
  ボタンを押す

MODE

MODE

SEL
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エンジン始動
始動するには、エンジン･冷却水の温度にか
かわらず、次の手順で行ってください。

この車は、Honda SMART Key System を
装備しています。運転する際は、必ず
Honda SMART Key を携帯してください。 
(P38)

!a ハンドルロックを外す。 (P35)

!b Honda SMART Key System が作動可能
状態であることを確認する。 (P37)

!c スタータースイッチを押す。（電装システ
ムが起動する。）

!d ギアをニュートラルにする。（表示灯点灯）
uギアが入った状態では始動しません。ただ
し、サイドスタンドが格納されている状態
でクラッチレバーを握れば始動します。

!e エンジンストップスイッチを （Run）に
する。

!f スロットルグリップを閉じたまま、スター
タースイッチを押す。
uスタータースイッチを押し続けないで
ください。

エキゾーストパイプの接続部を点検し、排気
ガス漏れがないことを確認してください。 
(P85)

❙ エンジンがかからないときは
次の方法を試してください。
!a スロットルグリップを全開にし、スター
タースイッチを押す。

!b 通常手順（!b～ !f）でエンジンをかける。
!c エンジンがかかり、エンジン回転が安定しな
い場合はスロットルグリップを少し開ける。

!d エンジンがかからないときは 10 秒間待っ
てから、!a !bの手順を繰り返す。

❙ それでも始動できないときは (P74)

エンジンの止めかた
エンジンストップスイッチを （Off）にす
る。電装システムがOFF になり、エンジンが
停止します。

アドバイス
•スターターモーターが作動してもエンジンがかから
ないときは、一度電装システムを OFF にしてくださ
い。その後バッテリー電圧回復のため10 秒ほど経っ
てからやり直してください。

•無用な空ぶかしや長時間のアイドリングはエンジン
やマフラー、触媒装置に悪影響を与えます。

•万一転倒した場合は、一旦電装システムを OFF にし
てください。再度走行を行う際は、各部の損傷状態
や、走行に支障が無いかを十分に確認してくださ
い。

スタータースイッチ

エンジンストップスイッチ

エンジンストップスイッチ
43
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ギアチェンジ
この車のトランスミッションは、下 1 速、上
5 速シフトの 6 速リターン式です。速度に応
じてギアを切り換えることが必要です。

走行前に、サイドスタンドが完全に納まって
いるか確認してください。
サイドスタンドを出したままギアチェンジを
行うと、エンジンが停止します。

❙ 速度範囲

シフトダウンについて
追い越しなど、強力な加速が必要なときはシ
フトダウンをします。高い速度でのシフトダ
ウンは、尻振りなどの原因や、走行安定性を
損なうほか、エンジンやトランスミッション
に悪影響を与えます。次の速度内で行ってく
ださい。

❙ シフトダウン可能限界速度

クイックシフター
クイックシフターシステムは、加速中（エン
ジン回転数 2,000 rpm 以上）のシフトアップ
時にクラッチ操作を行わずにシフトアップを
することができます。

• ギアポジション表示が“-” になったとき
は、クイックシフターは作動はしません。

• クイックシフターが正常に動作しないとき
でも、クラッチ操作によるシフトチェンジ
が可能です。

❙ シフトアップ
クラッチ、およびスロットル操作を行わずに
シフトアップをする。

❙ シフトダウン 
必ずクラッチ操作を行いシフトダウンをす
る。

❙ クイックシフターシステムのON、OFF の
切り換えかた (P16) (P17)

1

6

2

5
4
3

N

1 速 0 ～ 90 km/h
2 速 40 ～ 115 km/h
3 速 50 ～ 140 km/h
4 速 60 ～ 155 km/h
5 速 70 ～ 170 km/h
6 速 80 km/h 以上

6 速→ 5 速 170 km/h 以下
5 速→ 4 速 155 km/h 以下
4 速→ 3 速 140 km/h 以下
3 速→ 2 速 115 km/h 以下
2 速→ 1 速 90 km/h 以下
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クラッチに対する発進時の注意
クラッチの性能低下を防ぐため、以下の条件
での連続使用はさけてください。

• エンジン回転数が 7,000 rpm 以上での発
進

• 3 秒間以上の半クラッチ操作をともなう発
進

上記のいずれかの条件で発進操作を行った場
合、クラッチが冷えるまで 10 分以上待って
ください。

上記のいずれかの条件で発進操作を複数回
行った場合は、点検整備時期にかかわらずク
ラッチの点検を受けてください。
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燃料補給

燃料がにじみ出ることがあるので、給油口の
下端以上入れないでください。

使用燃料 ：無鉛プレミアムガソリン
タンク容量：16 ℓ
u必ず無鉛プレミアムガソリンを使用してく
ださい。

❙ 燃料についての注意 (P6)

燃料タンクキャップの開けかた
!a エンジンを止める。
!b 燃料タンクキャップキーをHonda
 SMART Key から取り外す。

!c キーカバーを開け、燃料タンクキャップ
キーを差し込み右に回して、燃料タンク
キャップを開ける。

燃料タンクキャップの閉じかた
!a 燃料タンクキャップを手で確実に押して
ロックする。

!b 燃料タンクキャップキーを抜き、キーカ
バーを閉じる。
uキャップがロックされないと、キーは
抜けません。

!c 燃料タンクキャップキーをHonda
SMART Key に取り付ける。

燃料タンクキャップキー

Honda SMART Key

燃料タンクキャップキー

キーカバー

燃料タンクキャップ

給油口の下端

ガソリンは燃えやすいため、ヤケドを負っ
たり、爆発して重大な傷害に至る可能性が
あります。

2燃料補給およびガソリンの取り扱い P. 6
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その他装備の使いかた
携帯工具
携帯工具はフレームの左側にあります。

書類入れ
書類入れはシート裏側にあります。
u取扱説明書とメンテナンスノートは書類入
れに収納できません。乗車時は取扱説明書
とメンテナンスノートを携帯してくださ
い。

❙ シートの取り外しかた (P56)

携帯工具 携帯工具

書類入れ
47
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メンテナンス

メンテナンスを行う前に必ず「メンテナンスの基礎知識」をお読みください。
また、サービスデータについては「スペック」を参照ください。

RC213V-S は車両のメンテナンスに関して通常の市販量産車とは異なります。
日常点検を除く全ての点検整備は高度な技術が必要となるため RC213V-S の専用工具を備えた RC213V-S テクニカルショップでのみ実施してく
ださい。
メンテナンスの基礎知識...........................P. 49
主要部品の脱着方法
シート ..........................................P. 56
トップシェルター...........................P. 57
右ミドルフェアリング.....................P. 58
ロアーフェアリング........................P. 59
エンジンオイル..........................................P. 60
冷却水 .........................................................P. 61
ブレーキ......................................................P. 62
ドライブチェーン......................................P. 64
クラッチ......................................................P. 65

スロットル .................................................P. 66
その他の調整 .............................................P. 67
ブレーキレバーの距離調整 .............. P. 67
クラッチレバーの距離調整 .............. P. 67
フロントサスペンションの調整 ........ P. 68
リアサスペンションの調整 .............. P. 69
ステアリングダンパーの調整 ........... P. 70
ステップの調整.............................. P. 70

Honda SMART Key ..............................P. 71
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メンテナンスの基礎知識

お車をご使用の方の安全と車を快適にご使用
いただくために、日常のお車の使用状況に応
じて、お客様の判断で適時行っていただく日
常点検と、1 年ごと（12 か月ごと）、2 年ごと
（24 か月ごと）の定期点検整備が義務付けられ
ています。安全快適にお乗りいただくため
に、必ず実施してください。

メンテナンスにあたっては、次のことに注意
してください。
● エンジンを停止し、電装システムをOFF に
した状態で行う

● 平坦地で足場のしっかりとした場所で行う
● エンジン、マフラー、ブレーキなど高温に
なる部分はヤケドのおそれがあるので、冷
えるまで触れない

● エンジンを始動して作業をする場合は、換
気を十分に行う

安全快適にご使用いただくために法令に従っ
て、日常のお車の使用状況に応じて、お客様
の判断で適時行う点検です。
点検時期の目安としては、長距離走行や洗車
時、給油時などに実施し、その結果をメンテ
ナンスレコードに記入してください。
異音や異状を感じたときは、直ちにRC213V-S
テクニカルショップにご相談ください。

❙ 日常点検項目
この車には下記の日常点検項目が適用されま
す。
● ブレーキ
•レバーの遊び（油圧式）
•ペダルの遊び（油圧式）
•ブレーキの効き具合
•ブレーキ液の量

● タイヤ
•空気圧
•亀裂、損傷
•異状な摩耗
•溝の深さ

● エンジン
•冷却水の量
•エンジンオイルの量
•かかり具合、異音
•低速、加速の状態

● 灯火装置および方向指示器
● 運行において異状が認められた箇所
● ドライブチェーンの緩み（Honda 指定）

メンテナンスの重要性

誤った点検整備や、不適当な整備、未修理
は、転倒事故などを起こす原因となり、死
亡または重大な傷害に至る可能性がありま
す。

• 点検整備は、取扱説明書・メンテナンス
ノートに記載された点検方法・要領を守
り、必ず実施してください。
• 異状箇所は乗車前に修理してください。

安全なメンテナンスのために

日常点検
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安全快適にお車をご使用いただくために、定
期点検を必ず実施してください。

また、これらの他にも使い始めてから１か月
目（または、1,000 km 時）に行う点検、
Honda が指定する点検整備項目もあります。

❙ 道路運送車両法で定められた点検
道路運送車両法で定められた点検には、以下
の種類があります。
● 日常点検
● 1 年ごと（12か月ごと）に行う点検
● 2 年ごと（24か月ごと）に行う点検
小型二輪車［250 cm3（cc）を超えるもの］は、
1 回目を登録日から3 年後に、2 回目以降は2
年ごとに、国で定める継続検査が必要です。

❙ ご自身で点検を実施する場合
安全のため、ご自分の知識と技量に合わせた
範囲内で行ってください。難しいと思われる
内容については、RC213V-S テクニカル
ショップにご相談ください。
点検結果は、メンテナンスノートの定期点検
整備記録簿に記入し、大切に保存、携行して
ください。

❙ 1 か月目点検について
新車から 1 か月目（または、1,000 km 時）
は、特に初期の点検整備が車の寿命に影響す
ることを重視し、点検を無料でお取り扱いい
たします。お買いあげの RC213V-S テクニカ
ルショップで行ってください。他の販売店に
てお受けになると有料となる場合がありま
す。また、オイル代、消耗部品代および交換
工賃等は実費をいただきます。詳細について
は、メンテナンスノートをご覧ください。

❙ 交換部品について
整備の際は、Honda 純正部品を使用してくだ
さい。
色物部品をご注文のときは、カラーラベルに
記載されているモデル名、カラーおよびコー
ドをお知らせください。
カラーラベルは、左ダクトの内側にありま
す。

定期点検

Honda 純正部品以外のアクセサリー・部
品の使用や、不正な改造は思わぬ事故の原
因となり、重傷を負ったり、死亡したりす
ることがあります。

Honda 純正部品を使用してください。

カラーラベル
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この車は、メンテナンスフリータイプのバッ
テリーを使用しており、バッテリー液の点
検、補給は必要ありません。バッテリーの
ターミナル部に汚れや腐食がある場合は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。
また、密閉式の液口キャップは絶対に取り外
さないでください。バッテリー充電時も液口
キャップを取り外す必要はありません。

❙ 万一の場合の応急処置
以下のようなときは、応急処置したあと、直
ちに医師の診察を受けてください。
● 電解液が眼に付着したとき

uコップなどに入れた水で、15 分以上洗浄
してください。加圧された水での洗浄
は、眼を痛めるおそれがあります。

● 電解液が皮膚に付着したとき
u電解液のついた服を脱ぎ、皮膚を多量の
水で洗浄してください。

● 電解液を飲み込んだとき
u 水、または牛乳を飲んでください。

❙ バッテリーの充電
1. バッテリー充電器をHONDA コネクターに
接続する。

2. バッテリー充電器コネクターからダミーコ
ネクターを取り外す。

3. バッテリー充電器コネクターにHONDA コ
ネクターを接続する。

4. バッテリー充電器の取扱説明書に従って
バッテリーを充電する。
u 必ずバッテリー充電器に付属の取扱説明
書を読んでください。

電装部品やアクセサリーを取り付けるときは
純正アクセサリーをご使用ください。それ以
外のものを使用するとバッテリーあがりや故
障の原因となります。

バッテリー

アドバイス
バッテリーには寿命があります。交換時期につい
ては、RC213V-S テクニカルショップにご相談く
ださい。交換する場合は、必ず同型式のメンテナ
ンスフリーバッテリーを使用してください。

バッテリーには、希硫酸が電解液として含
まれています。希硫酸は腐食性が強く、眼
や皮膚に付着すると重いヤケドを負いま
す。

• バッテリーの近くで作業するときは、保
護メガネと保護服を着用
• バッテリーを子供の手の届く所に置かな
い
• ショートによる火花やたばこなどの火気
に十分注意する

HONDA コネクター

バッテリー充電器

ダミーコネクター

HONDA コネクターバッテリー充電器
コネクター
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この車の電気回路は、ヒューズで保護されて
います。電装部品が動作しないときは、
ヒューズを調べ、必要に応じて交換してくだ
さい。 2 P. 79

❙ ヒューズの点検・交換
電装システムをOFF にして、ヒューズを取り
外して点検します。切れている場合は、指定
されている容量のヒューズと交換してくださ
い。
ヒューズの容量はスペックページをご確認く
ださい。 2 P. 91

交換してもすぐにヒューズが切れる場合は、
ヒューズの劣化以外の原因が考えられます。
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。

エンジンオイルは走行距離や走行状況、時間
の経過とともに劣化したり減っていきます。
そのため、定期交換時期に行う交換だけでは
なく日常点検によるオイル点検・補給が必要
です。汚れたり古くなったオイルはエンジン
に悪影響を与えますので早めに交換してくだ
さい。
オイル交換は RC213V-S テクニカルショップ
で行うことを推奨します。交換時期はスペッ
クページをご確認ください。 2 P. 91

❙ エンジンオイル（トランスミッションオイ
ル）の選びかた

相当品をご使用の場合は、オイル容器の表示
を確認し、下記の全ての規格を満たしている
オイルをお選びください。全ての規格を満た
している場合でも特性が異なりこの車に適合
しない場合があります。
● JASO T 903 規格※1：MB
● SAE 規格※ 2：10W-40
● API 分類※ 3：SL 級相当

※1： JASO T 903 規格は、二輪車用４サイクルエン
ジンオイルの性能を分類する規格です。適合し
届け出されたオイルの容器には、次の表示があ
ります。

※2： SAE規格は、オイルの粘度を定めた規格です。
※3： API 分類は、エンジンオイルのグレードに関す

る分類です。API マークの入っている相当品を
使用する場合、下記のものをご使用ください。

ヒューズ

アドバイス
指定容量を超えるヒューズを使用すると、配線の
過熱焼損の原因になるので絶対に使用しないでく
ださい。

ヒューズ切れ

エンジンオイル（トランスミッションオ
イル）

推奨エンジンオイル（トランスミッションオ
イル）：
Honda 純正　ウルトラ S9

上段：オイルコード

下段：性能分類の表示
MB性能であることを示し
ています

推奨しません 推奨します
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銘柄の異なるブレーキ液を使用しないでくだ
さい。ブレーキ液が変質したりブレーキ装置
の故障の原因となることがあります。

Honda 純正ウルトララジエーター液を、蒸留
水または水道水で下記濃度に薄めてお使いく
ださい。

この車には、ろ紙式のエアクリーナーエレメ
ントが装備されており点検が必要です。
エアクリーナーエレメントの点検・交換は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。点検・交換時期はスペックページをご
確認ください。2 P. 91

ブレーキ液（クラッチ液）

アドバイス
ブレーキ液は、プラスチックや塗装面を損傷しま
す。漏れたブレーキ液は直ちに拭き取ってくださ
い。

指定ブレーキ液
Honda 純正ブレーキフルード DOT 4

冷却水

標準濃度：50%
濃度による不凍温度：
30%の場合：-16 ℃まで
50%の場合：-37 ℃まで

アドバイス
指定以外のラジエーター液や不適当な水（井戸水や
天然水）を使うと、サビなどの原因となります。

エアクリーナー
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チェーンは、定期的に点検および給油を行っ
てください。また悪路走行が多い場合や連続
高速走行、急加速を繰り返すような運転を行
う場合には、頻繁に点検を行ってくださ
い。2 P. 91
チェーンの異常（回転が滑らかでない、異音、
固着、ローラーやO- リングの損傷）は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。

❙ ドライブチェーンの清掃と給油
緩み（たるみ）の点検後、車体を前後に動か
し、チェーンやスプロケットに付着した泥、
汚れを中性洗剤またはチェーンクリーナーを
使用し、乾いた布などで落とします。汚れが
ひどい場合、やわらかいブラシを使用してく
ださい。
汚れを落としたあとは、十分に乾燥させ、推
奨オイルをチェーンローラーの両側に給油し
てください。

チェーンは、ゴムのシールを使用しているた
め、スチーム／高圧洗浄、ワイヤーブラシ、
ガソリンやベンゼンなどの揮発性溶剤、研磨
材が入っている洗剤は使用しないでくださ
い。
シール（O- リング）チェーン専用の、クリー
ナーや潤滑油（チェーンスプレーなど）以外は
使用しないでください。
オイルがブレーキやタイヤに付着しないよう
にしてください。チェーンにオイルをつけ過
ぎると、衣服や車に飛び散り汚しますので、
オイルをつけ過ぎないよう注意してくださ
い。

ドライブチェーン

推奨オイル：
Honda 純正チェーンオイルまたは相当品
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❙ 空気圧の点検
タイヤの空気圧は徐々に低下します。また、
タイヤによっては空気圧不足が見た目ではわ
かりづらいため、少なくとも 1 か月ごとにタ
イヤゲージを使用して空気圧を点検してくだ
さい。
タイヤは、走行後は温まり空気圧が高くなる
ことがありますので、必ず冷えた状態で点検
してください。

❙ 亀裂と損傷の点検
タイヤの全周に、亀
裂や損傷、ひび割れ
および釘、石、その
他の異物が刺さった
り、かみ込んだりし
ていないかを点検し
ます。道路の縁石な
どにタイヤ側面を接触させたり、大きな凹み
や突起物を乗り越したときは、必ず点検して
ください。

❙ 異状な摩耗の点検
タイヤの接地面が異
状に摩耗していない
かを点検します。

❙ 溝の深さの点検
ウェアインジケーター（スリップサイン）によ
り溝の深さを確認します。サインが現れたと
きは、直ちに交換してください。また、安全
走行のため、トレッド中央部の溝の深さが最
小残溝量になったときは交換してください。

タイヤを交換するときは、必ず指定タイヤを
使用してください。指定以外のタイヤは、操
縦性や走行安定性に悪影響を与えることがあ
りますので使用しないでください。

タイヤの交換は、RC213V-S テクニカル
ショップにご相談ください。指定タイヤ、空
気圧、最小残溝量（溝の深さ）はスペックペー
ジをご確認ください。2 P. 91
● ホイールバランス調整のためにバランス
ウェイトを貼り付けるときは、Honda 純
正部品、又は同等品のバランスウェイトを
使用してください。

タイヤ

過度にすり減ったタイヤの使用や、不適正
な空気圧での運転は、転倒事故などを起こ
す原因となり、死亡または重大な傷害に至
る可能性があります。

取扱説明書に記載されたタイヤの空気圧を
守り、規定の数値を超えてすり減ったタイ
ヤは交換してください。

ウェアインジケーター
表示マーク

指定以外のタイヤを取り付けると、操縦性
や走行安定性に悪影響を与えることがあり
ます。また、そのことが原因で転倒事故な
どを起こし、死亡または重大な傷害に至る
可能性があります。

タイヤ交換時には、必ず取扱説明書に記載
された指定タイヤを取り付けてください。
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主要部品の脱着方法
シート カーボン部品の損傷を防ぐため、シートに無
理な力をかけないでください。

❙取り外し
1. フレームの左側にある携帯工具を使い、チ
タンボルトを取り外す。

2. シートを取り外す。

❙取り付け
1. シートを取り付ける。
2. チタンボルトのねじ部にモリブデングリス
を塗布する。

3. ボルトを取り付け、指定トルクで締め付け
る。

uボルトが確実に締め付けてあるか確認し
てください。

トルクレンチがない場合は、RC213V-S テク
ニカルショップにご相談ください。

シートチタンボルト

チタンボルト

指定トルク：10 N · m（1.0 kgf · m）
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トップシェルター カーボン部品の損傷を防ぐため、トップシェ
ルターに無理な力をかけないでください。

❙取り外し
1. シートを取り外す。2 P. 56
2. フレームの左側にある携帯工具を使い、チ
タンボルトを取り外す。

3. トップシェルターを取り外す。

❙取り付け
1. トップシェルターを取り付ける。
2. チタンボルトのねじ部にモリブデングリス
を塗布する。

3. ボルトを取り付け、指定トルクで締め付け
る。

トルクレンチがない場合は、RC213V-S テク
ニカルショップにご相談ください。

トップシェルター

チタンボルト

チタンボルト

指定トルク：10 N · m（1.0 kgf · m）
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右ミドルフェアリング
カーボン部品の損傷を防ぐため、右ミドル
フェアリングに無理な力を加えないでくださ
い。

❙取り外し
1. ロアーフェアリングを取り外す。2 P. 59
2. ロックピンを取り外す。
3. スタッドを外す。
4. 右ミドルフェアリングを取り外す。
5. 右ミドルフェアリングを保持しながら、コ
ネクターの接続を外す。

❙取り付け
取り付けは、取り外しの逆の手順で行いま
す。
u右ミドルフェアリングを取り付けるとき
は、はじめに右ミドルフェアリングの先端
とアッパーフェアリング、リザーバータン
クカバーを合わせてください。
ロックピン コネクター

アッパーフェアリング

右ミドルフェアリング リザーバータンクカバー

右ミドルフェアリング

スタッド
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ロアーフェアリング カーボン部品の損傷を防ぐため、ロアーフェ
アリングに無理な力を加えないでください。

❙取り外し
1. サイドスタンドを下げる。
2. スタッドを外す。
3. ロアーフェアリングを取り外す。

❙取り付け
取り付けは、取り外しの逆の手順で行いま
す。
uロアーフェアリングを取り付けるときは、
ミドルフェアリングの外側にロアーフェア
リングの先端を合わせてください。

スタッド

ロアーフェアリング サイドスタンド

スタッド

ロアーフェアリング

ミドルフェア
リング
ロアーフェア
リング
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エンジンオイル
エンジンオイルの点検
1. エンジンが冷えている場合は、3 ～ 5 分ほ
どアイドリングさせる。

2. 電装システムを OFF にしてエンジンを止
め、2 ～ 3 分間待つ。

3. 足場のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立て、車を倒さないようにまっすぐ
に起こす。

オイルレベルを点検するときは、 車をメンテ
ナンススタンドから降ろしてください。メン
テナンススタンドをかけた状態では、正確な
オイルレベルを確認できません。

4. オイルレベルが点検窓の上限と下限の間に
あることを確認する。

エンジンオイルの補給
エンジンオイルが不足している、またはオイ
ルレベルが下限に近いときは、推奨エンジン
オイルを上限まで補給してください。
2 P. 52、2 P. 91
1. ロアーフェアリングを取り外す。2 P. 59
2. 右ミドルフェアリングを取り外す。2 P. 58
3. オイルフィルキャップを取り外し、オイル
レベル点検窓で確認しながら、オイルを注
入口より補給する。
uオイルレベルを確認するときは、足場
のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立て、車を倒さないようにまっ
すぐに起こしてください。

u上限を超えて補給しないでください。
uごみが入らないようにしてください。
uオイルをこぼしたときは完全に拭き
取ってください。

4. オイルフィルキャップを確実に取り付け
る。

5. 右ミドルフェアリングを取り付ける
6. ロアーフェアリングを取り付ける。

推奨エンジンオイルやオイルの選びかたにつ
いてはメンテナンスの基礎知識をご確認くだ
さい。2 P. 52

下限

オイルレベル点検窓

上限

注入口

オイルフィルキャップ

アドバイス
オイルは規定量より多くても少なくても、エンジ
ンに悪影響を与えます。また銘柄やグレードの異
なるオイルを混用しないでください。
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冷却水
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冷却水の点検
1. 足場のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立てる。

2. 車を倒さないようにまっすぐに起こす。
3. 冷却水がリザーバータンクの上限（UPPER）
と下限（LOWER）の間にあることを確認す
る。

冷却水の減り具合が著しいとき、またはリ
ザーバータンクに冷却水がない場合は水漏れ
が考えられます。RC213V-S テクニカル
ショップにご相談ください。

冷却水の補給
冷却水の補給はリザーバータンクキャップか
ら行い、ラジエーターキャップは外さないで
ください。
1. ロアーフェアリングを取り外す。2 P. 59
2. 右ミドルフェアリングを取り外す。2 P. 58
3. リザーバータンクキャップを取り外し、冷
却水（2 P. 53）のレベルを確認しながら補
給する。
u冷却水のレベルを確認するときは、足
場のしっかりとした平坦地にサイドス
タンドを立て、車を倒さないように
まっすぐに起こしてください。

u上限を超えて補給しないでください。
uごみが入らないようにしてください。

4. リザーバータンクキャップを確実に取り付
ける。

5. 右ミドルフェアリングを取り付ける。
6. ロアーフェアリングを取り付ける。

上限

リザーバータンク 下限

リザーバータンク
キャップ

リザーバータンク

エンジンが熱いときにラジエーターキャッ
プを外すと冷却水が噴き出し、重いヤケド
を負います。

ラジエーターキャップを外す前には、必ず
エンジン、ラジエーターが冷えていること
を確認してください。
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ブレーキ
ブレーキ液の点検
1. 足場のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立てる。

2.  リザーバータンク上面を水平に
し、液面が上限（MAX）と下限（MIN）の間
にあることを確認する。

 リザーバータンク上面を水平にし、
液面が点検窓の下限（LWR）以上にあるこ
とを確認する。
u液面が下限以下の場合は、ブレーキパッ
ドの摩耗の点検を行ってください。

パッドが摩耗していない場合、あるいは液漏
れやホースに損傷があるときはRC213V-S テ
クニカルショップにご相談ください。

フロント

リア

フロント

前輪ブレーキ
リザーバータンク

上限

下限

リア
後輪ブレーキリザーバータンク

下限
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ブレーキパッドの摩耗の点検
ブレーキパッドの摩耗限界溝が無くなった
ら、パッドの摩耗限界です。
摩耗限界に達したら左右同時にブレーキパッ
ドを交換してください。
ブレーキパッドの交換は、RC213V-S テクニ
カルショップにご相談ください。

1.  ブレーキキャリパーの後側から
のぞいて点検します。
u点検は片側だけでなく、左右のキャリ
パーで行ってください。

2.  車の右後ろ側からブレーキキャリパー
をのぞいて点検します。

フロント

リア

フロント

ブレーキパッド

ブレーキディスク

パッドの
摩耗限界溝

パッドの
摩耗限界溝

リア

ブレーキパッド

ブレーキディスク

パッドの
摩耗限界溝 パッドの

摩耗限界溝
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ドライブチェーン
緩み（たるみ）の点検
チェーンの緩み（たるみ）が適正かどうか、滑
らかに回転するか点検します。緩み（たるみ）
が規定の範囲を超えている場合、回転が滑ら
かでないときは RC213V-S テクニカルショッ
プにご相談ください。

1. トランスミッションをニュートラルに入れ
て、エンジンを停止する。

2. 足場のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立てる。

3. 前後のスプロケットの中央を手で上下に動
かし、チェーンの緩みが規定の範囲内にあ
ることを確認する。

u緩みが50 mm 以上の場合、絶対に走行
しないでください。

4. 車体を垂直にし、車体を前後に動かして
チェーンが滑らかに回転することを確認す
る。
uチェーンの回転が滑らかでない場合や、
異音が出る場合は清掃と給油を行ってく
ださい。 2 P. 54

ドライブチェーンの緩み（たるみ）：
30 ～ 40 mm
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クラッチ
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クラッチ液の点検 1. 足場のしっかりとした平坦地にサイドスタ
ンドを立てる。

2. リザーバータンク上面を水平にし、液面が
上限（MAX）と下限（MIN）の間にあること
を確認する。

液面が低い場合、あるいは液漏れやホースに
損傷があるときは RC213V-S テクニカル
ショップにご相談ください。

クラッチリザーバー
タンク

上限

下限
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スロットル
スロットルの点検
電装システムをOFF にした状態でスロットル
を作動させ、スムーズに動くかどうか点検し
ます。異状を感じた場合は RC213V-S テクニ
カルショップにご相談ください。

スロットル
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その他の調整
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ブレーキレバーの距離調整
ブレーキレバーに、レバーとハンドルグリッ
プの間隔を調整できるアジャスターが装備さ
れています。

❙調整方法
アジャスターを右（時計回り）に回すと広くな
り、左（反時計回り）に回すと狭くなります。

調整後は、走行する前にブレーキが正常に作
動することを確認してください。

クラッチレバーの距離調整
クラッチレバーに、レバーとハンドルグリッ
プの間隔を調整できるアジャスターが装備さ
れています。

❙調整方法
レバーを前方に押しながら、アジャスターを
回して調整します。
アジャスターを右（時計回り）に回すと広くな
り、左（反時計回り）に回すと狭くなります。

調整後は、走行する前にクラッチが正常に作
動することを確認してください。

アドバイス
調整範囲を超えてアジャスターを回さないでくだ
さい。

アジャスター ブレーキ
レバー

広くなる

狭くなる

アドバイス
調整範囲を超えてアジャスターを回さないでくだ
さい。

広くなる

アジャスター クラッチレバー

前方

狭くなる
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フロントサスペンションの調
整
❙スプリングの強さ
体重や路面の状態などに応じ、スプリングの強
さを調整できます。
スプリングの強さは、PRELOAD アジャスター
を回して調整します。
PRELOAD アジャスターを右（時計回り）に回
すと強くなり、左（反時計回り）に回すと弱く
なります。
PRELOAD アジャスターを左回りに軽く止ま
るまで回したあと、右回りに戻し、最初のク
リックする位置が 0 段（最弱位置）です。
標準は、PRELOAD アジャスターを 0 段から
右回りに3 回転（6 クリック）戻した位置です。
u調整の際は、アジャスターを傷つけないよ
う、注意してください。

❙伸び側減衰力
体重や路面の状態などに応じ、伸び側減衰力
を調整できます。
減衰力の強さは、REB アジャスターを回して
調整します。
REB アジャスターを右（時計回り）に回すと強
くなり、左（反時計回り）に回すと弱くなりま
す。
REB アジャスターを右回りに軽く止まるまで
回したあと、左回りに戻し、最初のクリック
する位置が 0 段（最強位置）です。
標準は、REB アジャスターを 0 段から左回り
に 18 クリック戻した位置（18 段目）です。
u 調整の際は、アジャスターを傷つけないよ
う、注意してください。

❙縮み側減衰力
体重や路面の状態などに応じ、縮み側減衰力
を調整できます。
減衰力の強さは、COMP アジャスターを回し
て調整します。
COMP アジャスターを右（時計回り）に回すと
強くなり、左（反時計回り）に回すと弱くなり
ます。
COMP アジャスターを右回りに軽く止まるま
で回したあと、左回りに戻し、最初のクリッ
クする位置が0 段（最強位置）です。
標準は、COMP アジャスターを0 段から左回
りに 17 クリック戻した位置（17 段目）です。
u 調整の際は、アジャスターを傷つけないよ
う、注意してください。

PRELOAD
アジャスター

REB アジャスターREB アジャスター

アドバイス
アジャスターは、無理に回さないでください。
左右の強さは必ず同じにしてください。

COMP アジャスター COMP アジャスター
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リアサスペンションの調整
❙スプリングの強さ
体重や路面の状態などに応じ、スプリングの
強さを調整できます。
スプリングの強さは、アジャスターを回して
調整します。
アジャスターを右（時計回り）に回すと強くな
り、左（反時計回り）に回すと弱くなります。
標準は、アジャスターを左回りに軽く止まる
まで回したあと、右回りに 6 回転戻した位置
です。

❙伸び側減衰力
体重や路面の状態などに応じ、伸び側減衰力
を調整できます。
減衰力の強さは、reb アジャスターを回して
調整します。
reb アジャスターを右（時計回り）に回すと強
くなり、左（反時計回り）に回すと弱くなりま
す。
reb アジャスターを右回りに軽く止まるまで
回したあと、左回りに戻し、最初のクリック
する位置が 0 段（最強位置）です。
標準は、reb アジャスターを 0 段から左回り
に 12 クリック戻した位置（12 段目）です。

❙縮み側減衰力
体重や路面の状態などに応じ、縮み側減衰力
を調整できます。
減衰力の強さは、comp アジャスターを回し
て調整します。
comp アジャスターを右（時計回り）に回すと
強くなり、左（反時計回り）に回すと弱くなり
ます。
comp アジャスターを右回りに軽く止まるま
で回したあと、左回りに戻し、最初のクリッ
クする位置が0 段（最強位置）です。
標準は、comp アジャスターを 0 段から左回
りに 12 クリック戻した位置（12 段目）です。

アジャスター
reb アジャスター

アドバイス
アジャスターは、無理に回さないでください。

comp アジャスター
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ステアリングダンパーの調整
ステアリングダンパーの減衰力は、アジャス
ターで調整できます。

公道を走行する場合は、ステアリングダン
パーを標準の設定にしてください。　

アジャスターを右（時計回り）に回すと強くな
り、左（反時計回り）に回すと弱くなります。
アジャスターを右回りに軽く止まるまで回し
たあと、左回りに戻し、最初のクリックする
位置が 1 段（最強位置）です。
標準は、アジャスターを1 段から左回りに24
クリック戻した位置（25 段目）です。

ステップの調整
ライダーの好みに応じて、ステップの位置を
変更することができます。ステップの位置を
変更する場合はRC213V-S テクニカルショッ
プにご相談ください。

アジャスター
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Honda SMART Key
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Honda SMART Key の電池
交換
電装システムを起動したときにHonda
SMART Key 表示灯が 5 回点滅した場合や電
池消耗のポップアップ情報が表示した場合、
作動距離が不安定になった場合は、電池の消
耗が考えられますので、早めに電池を交換し
てください。
電池の交換は RC213V-S テクニカルショップ
で行うことを推奨します。

1. 燃料タンクキャップキーとハンドルロック
キーを Honda SMART Key から取り外
す。

2. サイドケースをずらし、ケースを取り外
す。

3. Honda SMART Key のマーク側を上に向
けて、ロアーケースを取り外す。

4. 古いボタン電池を取り外し、新品のボタン
電池を⊕側を上に向けて取り付ける。
u本体の内部回路、電子端子などに触れ
ないでください。故障の原因となりま
す。

u Honda SMART Key 本体に無理な力を
加えたり、分解しないでください。

5. 外した部品を逆の手順で取り付ける。
u全てのケースが正しく取り付けられて
いることを確認してください。

使用電池 : CR2032

Honda SMART Key

ハンドルロックキー

燃料タンク
キャップキー

左サイドケース

右サイドケース

ボタン電池および取り外した部品は小さい
ため、子供が誤って飲み込み、傷害を受け
る可能性があります。

ボタン電池および取り外した部品を子供の
手の届く所に置かないでください。

ボタン電池

ロアーケース

マーク
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こんなときは
エンジンが停止しない ..............................P. 73
エンジンが始動しない ..............................P. 74
オーバーヒート（水温警告灯が点灯）.......P. 75
警告灯／表示灯が点灯／点滅...................P. 76
油圧警告灯 ....................................P. 76
PGM-FI 警告灯 ..............................P. 76
トルクコントロール警告灯...............P. 76
Honda SMART Key 表示灯 ............P. 77
Honda SMART Key System が正しく
作動しない................................................P. 78

電装部品のトラブル..................................P. 79
ヒューズ切れ................................. P. 79
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エンジンが停止しない
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エンジンストップスイッチを （Off）にして
もエンジンが停止しない場合は、次の処置を
行ってください。
エンジンストップスイッチの （Run）と
（Off）の切り換えを、3 秒以内に 3 回繰り

返す。
エンジンをかけず、RC213V-S テクニカル
ショップにご相談ください。

エンジンストップスイッチ
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エンジンが始動しない
❙スターターモーターは作動するが
エンジンが始動しないとき
次の点を確認してください。
● 正しい手順でエンジンをかけているか

2 P. 43
● 燃料タンクにガソリンはあるか 
● PGM-FI 警告灯が点灯していないか

u点灯している場合は、直ちにRC213V-S 
テクニカルショップにご相談ください。

❙スターターモーターが作動せず始
動できないとき
次の点を確認してください。
● エンジンストップスイッチが （Off）に
なっていないか

● ヒューズが切れていないか2 P. 79
● バッテリーターミナル部に緩みや腐食がな
いか2 P. 51

これらに該当しない場合や異常がある場合
は、RC213V-S テクニカルショップにご相談
ください。
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オーバーヒート（水温警告灯が点灯）
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次のようなときは、オーバーヒートです。
● 水温警告灯が点灯している
● 走行時の加速が急に悪くなる
このようなときは直ちに安全な場所に車を停
めて次の処置・確認を行ってください。

長時間のアイドリングにより、水温警告灯が
点灯する場合があります。

オーバーヒートの処置
1. エンジンストップスイッチを （Off）にし
てエンジンを止め、再度スタートボタンを
1 回押し電装システムを起動する。

2. ラジエーターの冷却ファンが作動するか作
動音で確認し、エンジンストップスイッチ
を使って電装システムをOFF にする。

故障が考えられますので、エンジンをかけ
ず RC213V-S テクニカルショップにご相
談ください。

電装システムをOFF にしている状態で、エ
ンジンが冷えるのを待ちます。

3. エンジンが冷えてから、リザーバータンク
の冷却水を点検し、冷却水が不足していた
ら補給する。2 P. 53, 61

4. ラジエーターホースなどを点検し、水漏れ
がないか確認する。

エンジンをかけず、RC213V-S テクニカ
ルショップにご相談ください。

5. 水温計で冷却水の温度を確認しながら走行
する。
u異常が無ければ走行可能ですが、異常
が再発しない場合でも、なるべく早く
RC213V-S テクニカルショップで点検
を受けてください。

アドバイス
オーバーヒートの状態で走行を続けると、エンジ
ン故障の原因となります。

冷却ファンが作動しない場合

冷却ファンが作動している場合

水漏れがある場合
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警告灯／表示灯が点灯／点滅
油圧警告灯
エンジンオイルの油圧が低下すると点灯しま
す。油圧警告灯が点灯したら、速やかにエン
ジンを停止し、次の点を確認してください。

1. オイルレベルを点検し、必要に応じて補給
する。2 P. 60

2. エンジンを始動する。
u油圧警告灯が消えたら、走行できます。
u消灯しない場合は、エンジンを止めて
RC213V-S テクニカルショップにご相
談ください。

u急な加速をすると油圧警告灯が瞬間的
に点灯する場合があります。（特にオイ
ルレベルが下限、下限付近の場合）

uオイルが減っていた場合、オイル漏れ
や故障のおそれがありますので、
RC213V-S テクニカルショップで点検
を受けてください。

PGM-FI 警告灯
走行中またはアイドリング中に点灯した場合
は何らかの異常が考えられます。高速走行を
さけ、直ちに RC213V-S テクニカルショップ
にご相談ください。

トルクコントロール警告灯
警告灯が以下のような状態になった場合、ト
ルクコントロールの異常が考えられますの
で、RC213V-S テクニカルショップにご相談
ください。
● 走行中に点灯し続けたとき
● 電装システムを起動しても点灯しないとき
● 5 km/h 以上で走行しても消灯しないとき

警告灯が点灯した場合でも走行は可能です。
（トルクコントロールは作動しません）
uトルクコントロール作動中に警告灯が点灯
したときは、一度スロットルグリップを完
全に閉じることで、通常の状態に戻りま
す。

トルクコントロール警告灯が消灯した状態
で、メンテナンススタンドを立てるなどして
後輪を空転させた場合、警告灯が点灯する場
合があります。
この場合は電装システムをOFF にし、再度、
電装システムを起動します。警告灯が点灯
し、速度が約 5 km/h に達して消灯すれば正
常です。

アドバイス
油圧が低下した状態で走行を続けると、エンジン
が故障するおそれがあります。
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Honda SMART Key 表示灯
❙電装システムを起動したときに、
Honda SMART Key 表示灯が５
回点滅した場合
Honda SMART Key の電池交換 2 P. 71

❙電装システムの起動中に、
Honda SMART Key 表示灯が点
滅した場合

走行中の Honda SMART Key の紛失や電池
の消耗、強い電波やノイズのある場所等、通
信不良時に点滅することがあります。
ただし、エンジンストップスイッチを
（Off）にするまでは走行に影響はありませ
ん。
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Honda SMART Key System が正しく作動しない
Honda SMART Key System が作動しないと
きは以下を確認してください。
● Honda SMART Key System がON になっ
ているか
u Honda SMART Key の ON／OFF ス
イッチを押し作動状態を確認する。
Honda SMART Key の LED が赤（OFF）
の場合は、Honda SMART Key System 
を ON に切り換える。2 P. 37

● 強い電波やノイズのある場所などで使用し
ていないか
Honda SMART Key System は、微弱な電
波を使用しています。よって下記のような
使用環境ではHonda SMART Key System 
が正常に作動しないことがあります。
●近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港
など強い電波を発生する設備があるとき

●無線機や携帯電話などの無線通信機器や
ノートパソコンなどを、Honda SMART 
Key と一緒に携帯しているとき

● Honda SMART Key が金属製のものに
接したり、覆われているとき

● 登録された専用のHonda SMART Key を
使用しているか
u登録された専用のHonda SMART Key 
を使用してください。
登録された専用のHonda SMART Key 
を使用しないと、Honda SMART Key 
System は作動しません。

● 壊れたHonda SMART Key を使用してい
ないか 
u別の登録されたHonda SMART Key を
使用してください。
壊れたHonda SMART Key を使用した
場合、Honda SMART Key System は
作動しません。

● 車両のバッテリが弱っていないか、もしく
はあがっていないか
u通信不良の原因になることがあります。
RC213V-S テクニカルショップにご相談
ください。

これらに該当しない場合や異常がある場合
は、RC213V-S テクニカルショップにご相談
ください。
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電装部品のトラブル
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ヒューズの取り扱いについてはメンテナンス
の基礎知識をご確認ください。2 P. 49

ヒューズ切れ
❙ヒューズボックス内のヒューズ

1. シートを取り外す。2 P. 56
2. トップシェルターを取り外す。2 P. 57
3. ヒューズボックスカバーを取り外す。

4. ヒューズが切れている場合は同じ容量のス
ペアヒューズと交換する。

5. 外した部品を逆の手順で取り付ける。

❙メインヒューズ

1. シートを取り外す。2 P. 56
2. トップシェルターを取り外す。2 P. 57
3. スターターマグネチックスイッチカバーを
取り外す。

4. ヒューズが切れている場合は同じ容量のス
ペアヒューズと交換する。

5. 外した部品を逆の手順で取り付ける。

ヒューズボックスカバー

スペア
ヒューズ

アドバイス
ヒューズが切れた際は、早めに RC213V-S テクニ
カルショップで点検し、スペアのヒューズを補充
してください。

スペアヒューズスターター
マグネチック
スイッチカバー

メインヒューズ
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インフォメーション
キーの取り扱い..........................................P. 81
装備に関する補足情報 ..............................P. 82
車のお手入れ..............................................P. 83
保管のしかた..............................................P. 86
運搬のしかた..............................................P. 87
廃棄するとき..............................................P. 88
フレームおよびエンジンナンバー...........P. 89
触媒装置について......................................P. 90
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キーの取り扱い

Honda SMART Key を携帯していること
で、車両の操作が可能になります。
Honda SMART Key は運転者が必ず携帯し
てください。

この車には 2 つのHonda SMART Key が付
属します。

Honda SMART Key には燃料タンクキャッ
プキーとハンドルロックキーが付属します。

Honda SMART Key には信号を発信するた
めの精密な電子部品が内蔵されています。
電子部品の故障を防ぐため、取り扱いには次
のことをお守りください。

● 落としたり、強い衝撃を与えない
● Honda SMART Key の上に物を置かない
● 長時間、直射日光にさらしたり高温下で放
置しない

● 削ったり、穴を開けない
● 磁気を帯びたキーホルダーなどを付けない
● テレビ、オーディオ、パソコンなどの電化
製品、または低周波治療器などの医療用電
子機器の近くに置かない

● 水に濡らさない
● 洗車時は車両の近くに置かない
● 火であぶったりしない
● 超音波洗浄器などで洗浄しない

● ガソリンなどの燃料やツヤ出し剤、油脂類
が付着したときはすぐに拭き取る
u本体が変形したり、ひび割れの原因とな
るおそれがあります。

● 電池交換のとき以外は分解しない
● Honda SMART Key のカバー以外の箇所
は、分解しない

● Honda SMART Key を紛失しない
u Honda SMART Key を紛失した場合
は、専用のHonda SMART Key および
Honda SMART Key System の再登録
が必要になります。

Honda SMART Key は常に電波を受信して
いるため、常に電池を消耗しています。
電池の寿命は、使用状況によりますが約２年
です。

無線機や携帯電話などの無線通信機器をシート
の近くに置かないでください。無線通信機器か
らの電波により Honda SMART Key System
が正常に作動しないことがあります。

予備の Honda SMART Key の作成について
は、専用のHonda SMART Key および
Honda SMART Key System の再登録が必要
になりますので、お買い上げの RC213V-S テ
クニカルショップへご相談ください。

Honda SMART Key

Honda SMART Key

Honda SMART Key

ハンドルロックキー

燃料タンク
キャップキー
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装備に関する補足情報
❙ エンジンストップスイッチ
非常時は、エンジンストップスイッチを
（Off）にしてエンジンを止めてください。

❙ オドメーター
オドメーターは、999,999 kmを超えると
999,999 kmでロックします。

❙ トリップメーター
トリップメーターA ／ B は、9,999.9 km を
超えると 0.0 kmに戻ります。

❙ アシストスリッパークラッチシステム
アシストスリッパークラッチは、走行時のシ
フトダウンによる急激なエンジンブレーキを
緩和することで、リアタイヤのロックを防
ぎ、クラッチ操作を容易にするシステムで
す。

❙ 書類入れ
登録書類、保険証などはシートの裏側にある
書類入れに収納してください。

❙ 取扱説明書、メンテナンスノート
運転するときは、取扱説明書とメンテナンス
ノートを携帯してください。

❙ イグニッションカットオフシステム
この車は、転倒したとき、自動的にエンジン
を停止するシステムが装備されています。エ
ンジンを再始動するときは、システムの作動
を解除するために電装システムを一度OFF に
してください。

❙ ヘッドライト、ストップ／テールランプ、
フロントウィンカー、リアウィンカー、
ライセンスプレートランプ
LED 使用のライトは一体式です。
もし、1 個でも点灯しなくなった場合は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。

❙ ヘルメットホルダー
この車には、ヘルメットホルダーは装備され
ていません。駐車するときはヘルメットを携
帯してください。
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車のお手入れ
お車を長持ちさせるため、清掃などのお手入
れは大切です。普段見逃しがちな異状の発見
にもつながります。また、海水や路面凍結防
止剤などに含まれる塩分は、車体のサビを促
進します。海岸付近や凍結防止剤を散布した
路面を走行したあとは、必ず洗車してくださ
い。

エンジン、マフラー、ブレーキなど高温にな
る部分は冷えるまで洗車しないでください。
1. 全体を水洗いして、汚れを取り除く。
2. 汚れがひどいときは、薄めた中性洗剤を使
用し、スポンジかやわらかいタオルを使っ
て洗う。
u傷を防ぐため、多量の水を使って、汚れ
を落としてください。

3. 十分な水で洗剤を洗い流しやわらかい布で
拭きあげる。

4. 車体を乾燥させたあと、ドライブチェーン
と可動部分に注油する。

5. 車体の腐食を防ぐためワックスがけを行
う。

❙ 洗車にあたっての注意
洗車するときは、次のことをお守りくださ
い。
● 高圧洗車機の使用はさける

u車体に高い水圧がかかる洗車を行うと、
可動部や電装部品などの作動不良や故障
の原因となることがあります。

uヘッドライトレンズや、フェアリングそ
の他のプラスチック部品を洗うときは、
傷を防ぐため、多量の水を使って、汚れ
を落としてください。

● マフラーに水を入れない
u始動不良やサビの発生などの原因になり
ます。

● シートの下方から水を強くかけない
u内部に水が入り、書類などが濡れること
があります。

● エアインテークやエアクリーナー周辺に水
を強くかけない
uエアクリーナー内部に水が入ると、始動
不良などの原因になります。

● ブレーキを濡れたままにしない
u水によってブレーキの効き具合が悪くな
ることがあります。洗車後は十分に乾か
し、慎重なブレーキ操作を心がけてくだ
さい。

● ワックス、ケミカル類や油脂類を扱うとき
uブレーキやタイヤにオイル等の油脂類、
ワックスやケミカル類が付着しないよう
注意してください。ブレーキが効かなく
なり、事故の原因になる場合がありま
す。

uワックスやケミカル類を使用するとき
は、ボディーの目立たないところでくも
りや傷、色むらなどが生じないか確認し
てください。種類によっては塗膜が薄く
なったり色むらが生じるものがありま
す。

●

未塗装のカーボン部品にはワックスやコン
パウンド、ケミカル類を使用しない
u清掃するときは多量の水を使って、やわ
らかい布やスポンジで汚れを落としてく
ださい。

u汚れがひどいときは、薄めた中性洗剤を
使用し、十分な水で洗剤を洗い流してく
ださい。

洗車

エアインテーク

未塗装CFRP 仕様（カーボン）
次ページに続く
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アルミおよびマグネシウム部品は土や泥、あ
るいは塩分によって腐食します。傷をつけな
いよう、取り扱いについては次のことに注意
してください。
● 硬いブラシやスチールウールを使用しない
● マグネシウムホイールの表面に傷がついた
場合は、汚れを取り除いてから補修用塗料
を塗って補修する

● マグネシウムホイールはすり当てをさけ、
縁石などに乗り上げる際は変形に注意する

フレームおよびスイングアームは表面処理が
ほどこされていません。腐食を防ぐため洗車
後は完全に拭き取ってください。

腐食したマグネシウムホイールを使用しない
でください。マグネシウムホイールの腐食が
著しい場合は、新品に交換してください。

ホイールやエンジンカバーなどのマグネシウ
ム部品は、腐食を防ぐため洗車後は完全に拭
き取ってください。

傷やひび割れ等を防ぐため、取り扱いについ
ては次のことに注意してください。
● 清掃するときは多量の水を使って、やわら
かい布やスポンジで汚れを落とす

● 汚れがひどいときは、薄めた中性洗剤を使
用し、十分な水で洗剤を洗い流す

● メーター、スクリーン、フェアリング、
ヘッドライトレンズなどの樹脂部品にガソ
リン、ブレーキ液、クリーナーなどがかか
らないようにする

● スクリーンに貼付されているコーションラ
ベルをはがさない

● 破損したカーボンパネルは交換する
● カーボンパネルの破損箇所に触れない

未塗装のカーボン部品は、材料の特性上紫外
線により表面が劣化（変色）します。使用前に
必ず塗装をほどこしてください。

メーターレンズには反射や映り込みを防ぐた
めに特殊表面処理がほどこされています。
雨水等の水分が付着した場合は、直ちに乾い
たやわらかい布で拭き取ってください。

洗車時には、多量の水を使って、汚れを落と
してください。汚れがひどいときは、薄めた
中性洗剤を使用し多量の水で洗い流したあ
と、やわらかい布で完全に拭き取ってくださ
い。

ワックスやケミカル類が付着すると表面処理
がはがれる可能性がありますので注意してく
ださい。

アルミ、マグネシウム部品 樹脂部品

未塗装CFRP 仕様（カーボン）

メーターパネル
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ステンレス鋼を使用していますので、油脂な
どの汚れが付着したままエンジンを始動する
と、焼けムラが起こります。
汚れが付着した場合は、ステンレス用台所洗
剤を使って、やわらかい布かスポンジで洗い
落としてください。洗浄後は、十分に水洗い
して乾いた布で水分をふき取ってください。
焼けムラをとる場合は、市販の細目のコンパ
ウンドで磨いたあと、汚れが付着した場合と
同じ要領で洗い落としてください。
u強くコンパウンドで磨すぎると、表面処理
に影響を与えることがありますので注意し
てください。

エキゾーストパイプ、マフラーが塗装されて
いる場合は、ステンレス用台所洗剤や市販の
コンパウンドを使用しないでください。塗装
面の清掃には中性洗剤を使用してください。
もし、塗装処理されているか判らない場合
は、RC213V-S テクニカルショップにご相談
ください。

エキゾーストパイプの接続部を点検し、排気
ガス漏れがないことを確認してください。

エキゾーストパイプ、マフラー

アドバイス
ステンレス鋼を使用している場合でも、塗装をし
ているものもあります。
目立たないところでくもりや傷、色むらなどが生
じないか確認してください。

フロント

エキゾーストパイプ
接続部

エキゾーストパイプ
接続部

リア

エキゾーストパイプ
接続部
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保管のしかた
屋外に保管する場合はボディーカバーをかけ
てください。なお、ボディーカバーはエンジ
ンやマフラーが冷えてからかけてください。
また、長期間ご使用にならない場合は、次の
ことをお守りください。
● サビを防ぐために、保管前にワックスがけ
を行う
u

未塗装のカーボン部品にはワックスやコ
ンパウンド、ケミカル類を使用しないで
ください。

● 雨上がりにはボディーカバーを外し、車体
を乾燥させる

● 付属のバッテリー充電器をバッテリー充電
器コネクターに接続し、バッテリーを充電
する 2 P. 51

長期保管後にお車を乗る際は、保管期間を考
慮したうえで、各部の点検を実施してくださ
い。

未塗装CFRP 仕様（カーボン）
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運搬のしかた
お車を運搬するときは、次のことをお守りく
ださい。
● タイダウンベルトとサブベルトを使用し、
車体をしっかりと固定する
uタイダウンベルトとサブベルトは、イラ
ストで示した位置に必ず取り付けてくだ
さい。イラストで示した位置以外には、
取り付けないでください。

● タイダウンベルトとサブベルトが、ケーブ
ルや配線、ホース類およびカーボン部品に
接触しないよう注意する

● 車体を横倒しにした状態で運搬しない
u車体の損傷、燃料漏れなどの原因となる
ことがあります。

● サブベルトを、フロントフォークとステア
リングヘッドの間を通して、トップブリッ
ジに取り付ける

● タイダウンベルトの下側のフックを、積載
車のフックなどに取り付ける

● タイダウンベルトの上側のフックを、サブ
ベルトに取り付け、フロントフォークが縮
むまでテンションをかける
u数回にわけ、左右均等にテンションをか
けてください。 

● 車体の後部が動かないように、リアホイー
ルをタイダウンベルトで固定する

サブベルト

トップブリッジ
タイダウンベルト

タイダウンベルト

サブベルト

タイダウンベルト
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廃棄するとき
地球環境を守るため、お車や交換した部品、
なかでも使用済みのバッテリーやタイヤ、エ
ンジンオイルの廃油等はむやみに捨てないで
ください。これらのものを廃棄する場合は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。
また、将来お車の廃棄を希望するときはお近
くの廃棄二輪車取扱店へご相談ください。

一般社団法人 全国軽自動車協会連合会の登録
販売店で広域廃棄物処理指定店として登録さ
れている廃棄二輪車を適正処理するための窓
口です。
店頭に「廃棄二輪車取扱店の証」が掲示されて
います。

この車には、二輪車リサイクルマークが車体
に貼付されています。マークが車体に貼付さ
れている二輪車は、再資源化するためのリサ
イクル費用がメーカー希望小売価格に含まれ
ていますので、二輪車を廃棄する際は、再資
源化に必要なリサイクル料金はいただきませ
ん。
ただし、廃棄二輪車取扱店および指定引取場
所までの収集・運搬料金はお客様のご負担と
なります。収集・運搬料金については廃棄二
輪車取扱店にご相談ください。
二輪車リサイクルマークは、フレームの右側
にあります。

お車を廃棄する際、二輪車リサイクルマーク
が必要です。マークは剥がさないでくださ
い。マークの再発行や販売の取り扱いはあり
ません。二輪車リサイクルシステムの概要、
ご利用方法等は、Honda ウェブサイト「廃棄
段階のリサイクル　二輪車リサイクル自主取
り組み」にてご確認いただけます。
http://www.honda.co.jp/motor-recycle/

フロントサスペンションとリアサスペンショ
ンのダンパーユニットには、高圧チッ素ガス
が封入されています。廃棄する場合は、
RC213V-S テクニカルショップにご相談くだ
さい。

廃棄二輪車取扱店とは

二輪車リサイクルマーク、リサイクル料
金

二輪車
リサイクルマーク

ダンパーユニット

高圧チッ素ガスが封入されたダンパーユ
ニットを火中に入れたり、穴を開けたり、
分解したりすると、爆発や破裂するおそれ
があり、死亡または重大な傷害に至る可能
性があります。

ダンパーユニットは、
• 火中に入れないでください。
• 穴を開けないでください。
• 分解しないでください。
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フレームおよびエンジンナン
バー
フレームおよびエンジンナンバーは、部品を
注文するときや、車の登録に関する手続きに
必要です。また、フレームナンバーは、お車
が盗難にあった場合に、車を捜す手がかりに
もなります。ナンバープレートの登録番号と
ともに別紙に記録し、車と別に保管すること
を推奨します。
フレームナンバーは、フレームの後ろ側に打
刻されています。エンジンナンバーは、エン
ジンの左側に打刻されています。

フレームナンバー打刻位置

エンジンナンバー打刻位置
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触媒装置について
この車には触媒装置が搭載され、排出ガスに
含まれる一酸化炭素（CO）、炭化水素（HC）、
窒素酸化物（NOx）の 3 つの有害物質の排出量
を低減します。
他のマフラーをこの車に取り付けると、排出
ガス規制に適合しなくなる可能性がありま
す。触媒装置は高温になるので、枯れ草や紙
など燃えやすいものがあるところには駐停車
しないでください。

次のような取り扱いはしないでください。触
媒温度が異常に高くなり、損傷するおそれが
あります。
● 走行中にエンジンストップスイッチを操作
すること

● 空ぶかし直後にエンジンを止めること

触媒装置が損傷すると、排出ガス濃度を劣化
させるだけではなく、車本来の性能を発揮で
きなくなります。損傷を防ぐために、次のこ
とをお守りください。
● 燃料は、必ず無鉛プレミアムガソリンを使
用する

● 定められた点検整備を実施する
● エンジン不調を感じたときは、直ちに
RC213V-S テクニカルショップで点検を受
ける

走行上の注意 触媒装置の損傷を防ぐために
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■主要諸元 ■サービスデータ ■バルブ（電球）

■ヒューズ

■指定締め付けトルク

型式 SC75
全長 2,110 mm
全幅 770 mm
全高 1,115 mm
ホイールベース 1,460 mm
最低地上高 115 mm
キャスター角 24°35’
トレール長 105 mm
車両重量 188 kg
乗車定員 1 名
最小回転半径 3.70 m
排気量 997 cm3
ボア×ストローク 81.0 × 48.4 mm
圧縮比 13.0
燃料 無鉛プレミアムガソリン
燃料タンク容量 16 ℓ
バッテリー容量 YTX5L-BS 12 V-4 Ah（10HR）

変速比

1速 2.125
2 速 1.647
3 速 1.368
4 速 1.217
5 速 1.100
6 速 1.032

減速比 1次 1.933
2 次 2.470

タイヤサイズ
前輪 120/70ZR17M/C

（58 W）

後輪 190/55ZR17M/C
（75W）

タイヤタイプ ラジアル、チューブレス

指定タイヤ 前輪 BRIDGESTONE RS10F M
後輪 BRIDGESTONE RS10R M

タイヤ空気圧 前輪 250 kPa（2.50 kgf/cm2）
後輪 290 kPa（2.90 kgf/cm2）

最小残溝量 前輪 1.5 mm
後輪 2.0 mm

点火プラグ 標準 R0486A-9（NGK）
プラグギャップ（調整不可） 0.80 ～ 0.90 mm
アイドル回転数 1,400 rpm

推奨
エンジンオイル

Honda 純正　ウルトラ S9
JASO Ｔ 903 規格：MB
SAE 規格：10W-40
API 分類：SL 級

エンジンオイル
容量

オイル交換時 2.6 ℓ
フィルター交換時 2.8 ℓ
全容量 3.8 ℓ

エンジンオイル
交換時期

初回：1,000 km または 1 か月
以後：6,000 km または 1 年ごと

指定ブレーキ
（クラッチ）液

Honda 純正ブレーキフルード
DOT 4

冷却水容量 全容量 2.0 ℓ
指定ラジエーター液 Honda 純正ウルトララジエーター液
推奨ドライブ
チェーンオイル

Honda 純正チェーンオイル 
または相当品

ドライブチェーン
の緩み（たるみ） 30 ～ 40 mm

エアクリーナー
点検・交換時期

点検：1 年ごと
交換：24,000 km ごと

ヘッドライト LED
ストップ／テールランプ LED
フロントウィンカー・
ポジションランプ LED

リアウィンカー LED
ライセンスプレートランプ LED

メインヒューズ 30 A
その他のヒューズ 20 A、10 A

シートマウントチタンボルト 10 N·m（1.0 kgf·m）
トップシェルターマウント
チタンボルト 10 N·m（1.0 kgf·m）
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お問い合わせ
RC213V-S についてのお問い合わせ、ご相談は、
HRC 正規取扱店である下記RC213V-S テクニカ
ルショップにご相談ください。

お問い合わせ、ご相談は、全国共通のフリーダイ
ヤルで下記のお客様相談センターでもお受けい
たします。

お車に関してお問い合わせいただく際は、お客様
へ正確、敏速にご対応させていただくために、あ
らかじめ、お手元にお車の車検証や届出済証など
の登録書類をご準備いただき、下記の事項をご確
認のうえ、ご相談ください。

a 車両型式、車台番号、エンジン型式、登録番号、
登録年月日

b 車種名、タイプ名、走行距離

c ご購入年月日

d 販売店名

販売店

TEL

本田技研工業株式会社　お客様相談センター

フリーダイヤル 0120-086819
受付時間　9：00～ 12：00　13：00～ 17：00

 351-0188　埼玉県和光市本町8-1

所在地、電話番号が変更になることが
ありますのでご了承ください。

オーハ ロ ー バ イ ク
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